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建機レンタルNavi
建設機械のことなら建機レンタルNavi

建機レンタルNaviは、全国の建設機械利用者様に対してレンタルの情報をインターネットを通じて
お届けすることで、建機レンタル事業者様のビジネス拡大をお手伝いいたします。

掲載企業募集中！！

POINT!

1

●さまざまなレンタルの情報を一箇所にまとめて提供。
　地域の建機レンタルの情報を簡単に検索して頂けます。

多くの会社が集まることでビジネスチャンスが広がる！

POINT!

2

●地域を越えて情報発信できます。
●ホームページを持つことで、自社の認知度・信用力アップ！
●既にお持ちのホームページとの連携で、更なる集客も！

無料で簡単にホームページが持てる！

POINT!

3

●登録事業者様向けの営業を支援するオプション機能を順次ご提供！
　事業者様のビジネス拡大・営業効率化を支援します。

便利な営業支援機能！

http://www.kenki-navi.com/建機レンタルNaviサイト

お問合せは 0120 977 671 　 kenki-navi@nsd.co.jp

NSDの建機レンタルシステムは、
各種レンタル業の幅広いお客様にご利用頂いております！

NSDの建機レンタルシステムソリューション

「使える・選べる」システムで、会社が変わる

クラウド型サービス お客様所有型サービス

簡単導入・低価格！
インターネット経由でシステムを利用することで、

サーバや特別なソフトを必要とせず、
豊富な機能をすぐにお使い頂けます！

お客様の業務に合わせて、きめ細かく対応！
お客様の社内に専用のシステムを構築することで、

現場の多彩な要望にもお答えできます！

【本　　　社】
【大 阪 支 社】
【名古屋支社】
【福岡事業所】

●お問合せ専用／フリーダイヤル 0120－977－671 ※携帯電話からもご利用頂けます
詳しくは「NSD レンタル」で検索！

東京都千代田区神田淡路町2－101 ワテラスタワー
大阪府大阪市北区堂島1－6－20 堂島アバンザ
愛知県名古屋市西区牛島6－1 名古屋ルーセントタワー
福岡県福岡市博多区博多駅前2－19－24 大博センタービル

〒101－0063
〒530－0003
〒451－6005
〒812－0011 URL E-mailhttp://www.nsd.co.jp/ rental@nsd.co.jp

NSD レンタル 検索

掲載無料

スマートフォン
でも利用可能





アジアの産業とくらしを豊かにする
流通プラットフォームの構築を目指して。

販売先様の会「やまずみ会」、
仕入先様の会「炭協会」をはじめとする
ステークホルダーのみなさまとともに、

わたしたちの挑戦は続きます。

350年の歴史を超えて、明日へ、未来へ。

http://www.yuasa.co.jp/

Growing Together 

ともに挑む。
ともに進む。
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平成29年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会　　

会長（代表理事）　角 口 賀 敏

平成29年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会

　　　　　　 九州支部長　中 野 　 登

　明けましておめでとうございます。
　平成29年の新年を迎え、謹んでお慶び申し上げ
ます。
　平素は、当協会九州支部の運営にご理解、ご協
力を賜り、心からお礼申し上げます。
　昨年度は世界及び日本国内で、政治、経済、内
紛、テロ問題などで大きく揺れ動きました。中東
難民の問題、イギリスのＥＵ離脱、アメリカ大統
領選挙の意外な結果、韓国の朴槿恵大統領問題、
海洋進出などの中国の問題、ロシアとの北方４島
の領土問題など日本に大きく影響する出来事があ
り、これらに伴って金融為替や、株価の大きな変
動が起こったり、長期プロジェクト アベノミクス
の柱の一つである地方創生、１億総活躍社会に向
けたプランの策定などの流れの中、大都市圏を中
心とした開発需要、また東日本の復興需要に支え
られた地域の企業、また海外へと進出している製
造メーカー、大手商社等の企業業績はある程度良
好で、そこで働く人々の所得は伸びましたが、ま
だまだ地方全体には明るい材料がない１年であり
ました。
　我々の業界は各地の台風などによる河川氾濫、
山崩れ、インフラの寸断、家屋の損壊などがあり、
地域の復興需要も重なり、目標に近い数字が出せ
た１年であったと思います。
　九州においても、熊本を中心とした大規模な地
震により各地での道路の寸断、家屋の損壊が起こ
り、住民の人々に大きな被害がでました。
　このような状況の中、日本全国から多くの人々
の支援、又本部からの呼びかけにより各支部、会
員企業、個人から多大な支援をいただきました。
また頂いた義援金の一部は熊本県庁に直接届ける
事ができました。心から全国の会員の皆様にお礼
申し上げます。

　現在九州支部では各地域で県単位または九州支
部として災害などの協定を結んでいます。昨年度
は九州電力㈱との間に災害発生時の協定を新たに
結ぶことができましたし、日本レンタル協会と自
衛隊と締結している協定の九州での打合せも行う
ことができました。我々の目指す業界地位向上、
地域に認められる業界作りの一つがまた出来たと
思います。
　九州の前年度の業績ですが、全体的には厳しい
状況でした。ただ地域的に災害が発生した熊本、
インフラ整備、県庁舎移転の長崎、九州一極集中
の福岡は伸びています。地域業者、メーカー系、
広域会員からももしこの流れがなければ、まだま
だ厳しい数字で大変であったとの話も出ています。
　今年度、明るい情報は少ないのですが、九州か
ら四国へのインフラ整備、北九州から大分周りの
新幹線、又公共、民間の施設等劣化での耐震、解
体、補修工事など多少時間がかかるとおもわれま
すが確実に良い方向に変わりつつあります。
　九州支部として、本部での取り組み「建設産業
にとってなくてはならない存在」作りに貢献でき
るよう、九州支部役員として、地方からの発信、
中央からの情報伝達また本部での取り組み
「i-Construction」、「ICT技術の活用」についての
普及促進、人材育成の情報等を会員と共に共有で
きるよう、行事、事業に取り組む1年としたいと
思います。
　協会員、賛助会員の皆様のご協力とご理解を賜
りますようお願い致し、新年の挨拶とさせていた
だきます。
　今年もよろしくお願い致します。

　新年、明けましておめでとうございます。平成
29年の新春を迎えるにあたり、年頭のご挨拶を申
し上げます。旧年中は当協会の諸事業に対し、会
員の皆様や関係の皆様方より多大なるご理解とご
協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、昨年の日本経済は、経済の好循環入りが
期待されておりましたが、政府月例経済報告にお
いて、「このところ弱さも見られるが、緩やかな
回復基調が続いている」との景気判断が長く続い
た状況にあり、一昨年に引き続き、「足踏み」や
「停滞」という表現が適切な年ではなかったかと
考えております。
　一方、私どもレンタル業に直接関係する建設投
資の平成28年度の見通しは、国土交通省の昨年７
月公表データによれば、前年度比1.6％増の51兆
7,700億円、また、建設経済研究所が同年10月に
公表したデータでは、前年度比1.9％増の51兆
9,400億円であり、実感が必ずしも伴ってはいな
いところではありますが、前年度からは増加と
なっております。さらに同研究所は、平成29年度
の見通しについても、前年度比1.4％減の51兆
2,000億円と公表し、51兆円台の概ね横這いの建
設投資を見込んでおり、経営環境は好転しつつあ
るのではないかと期待をしているところです。
　次に、災害につきまして、熊本地震・鳥取県中
部地震等の地震災害、台風9・10・11号等による
風水害等が発生しており、政府を中心として、気
候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害や、
南海トラフ巨大地震・首都直下地震の切迫する大
規模地震の防災・減災に向けたハード・ソフト一
体となった施策及び具体的な取組がなされており
ます。
　このような中にあって、建設機械は、日常の建
築工事や土木工事だけではなく、災害の未然防止、
震災や台風などにより被災した地域の復旧・復興
事業のさまざまな場面において重要な役割を果た
しております。当協会は、これらの復旧・復興事
業を直接担う建設企業が使用する建設機械の６割
以上を供給している建設機械レンタル業者で構成
される団体として、社会貢献の観点から、国や地

域自治体及び関係機関との連携をさせていただき
ながら、このような災害に対する復旧・復興活動
への支援並びに協力を積極的に推進してまいる所
存です。
　一方、現状の建設機械レンタル業界には、⑴営
業規制がなく、参入障壁の低い業態であることに
よる優良事業者と不適格事業者が混在する状況に
ある、⑵ユーザーであるゼネコン等からの値下げ
圧力や市場飽和を原因とする業者間競争の激化に
よるレンタル価格の低下、⑶少子高齢化の進展も
あり、建設業と同様に“担い手”である人材の確
保・育成の問題、さらには、⑷国土交通省が平成
28年度から全面展開する、建設現場の生産性向上
等の観点から、３次元データの導入をはじめとす
るICT（情報通信技術）を全面活用した、“測量・
設計から施工、検査まで”の全プロセスにおける最
適化の取組みである、「i-Construction」への対応
等の諸課題があると考えております。
　このため、本会として現在、Ⅰ.業界の社会的信
用の確保と質的向上及びユーザーの便宜を図るた
め、協会の自主規制としての取組である任意の「建
設機械レンタル業者登録制度」と、本登録制度に
併せた、建設機械レンタル業全般にわたる技術力
と管理能力を備えた人材確保のための新たな “資格
制度（民間資格）” の創設、Ⅱ.労働条件改善等の労
働問題への取組み、Ⅲ.国土交通省のi-Construction
推進施策に対して、本会i-Construction委員会を中
心に、その普及促進を積極的に推進するとともに、
建設機械レンタル業界として、ICT建設機械の供
給に向けた積極的対応への取組、Ⅳ.会員及び一般
国民への情報公開・情報伝達のための広報活動を
一層推進する取組等々に当たっているところです。
　本会は、これらへの取組を的確かつ確実に実施
していくことにより、建設機械レンタル業が「信
頼される業界」、また、「建設産業にとって、なく
てはならない存在」と言っていただけるよう、努
めてまいりたいと存じますので、皆様方のより一
層のご理解・ご協力をお願い申し上げる次第です。
　末筆になりますが、本年の皆様方のご健勝とご
活躍をご祈念申し上げます。

1



04 05

平成29年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会　　

会長（代表理事）　角 口 賀 敏

平成29年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会

　　　　　　 九州支部長　中 野 　 登

　明けましておめでとうございます。
　平成29年の新年を迎え、謹んでお慶び申し上げ
ます。
　平素は、当協会九州支部の運営にご理解、ご協
力を賜り、心からお礼申し上げます。
　昨年度は世界及び日本国内で、政治、経済、内
紛、テロ問題などで大きく揺れ動きました。中東
難民の問題、イギリスのＥＵ離脱、アメリカ大統
領選挙の意外な結果、韓国の朴槿恵大統領問題、
海洋進出などの中国の問題、ロシアとの北方４島
の領土問題など日本に大きく影響する出来事があ
り、これらに伴って金融為替や、株価の大きな変
動が起こったり、長期プロジェクト アベノミクス
の柱の一つである地方創生、１億総活躍社会に向
けたプランの策定などの流れの中、大都市圏を中
心とした開発需要、また東日本の復興需要に支え
られた地域の企業、また海外へと進出している製
造メーカー、大手商社等の企業業績はある程度良
好で、そこで働く人々の所得は伸びましたが、ま
だまだ地方全体には明るい材料がない１年であり
ました。
　我々の業界は各地の台風などによる河川氾濫、
山崩れ、インフラの寸断、家屋の損壊などがあり、
地域の復興需要も重なり、目標に近い数字が出せ
た１年であったと思います。
　九州においても、熊本を中心とした大規模な地
震により各地での道路の寸断、家屋の損壊が起こ
り、住民の人々に大きな被害がでました。
　このような状況の中、日本全国から多くの人々
の支援、又本部からの呼びかけにより各支部、会
員企業、個人から多大な支援をいただきました。
また頂いた義援金の一部は熊本県庁に直接届ける
事ができました。心から全国の会員の皆様にお礼
申し上げます。

　現在九州支部では各地域で県単位または九州支
部として災害などの協定を結んでいます。昨年度
は九州電力㈱との間に災害発生時の協定を新たに
結ぶことができましたし、日本レンタル協会と自
衛隊と締結している協定の九州での打合せも行う
ことができました。我々の目指す業界地位向上、
地域に認められる業界作りの一つがまた出来たと
思います。
　九州の前年度の業績ですが、全体的には厳しい
状況でした。ただ地域的に災害が発生した熊本、
インフラ整備、県庁舎移転の長崎、九州一極集中
の福岡は伸びています。地域業者、メーカー系、
広域会員からももしこの流れがなければ、まだま
だ厳しい数字で大変であったとの話も出ています。
　今年度、明るい情報は少ないのですが、九州か
ら四国へのインフラ整備、北九州から大分周りの
新幹線、又公共、民間の施設等劣化での耐震、解
体、補修工事など多少時間がかかるとおもわれま
すが確実に良い方向に変わりつつあります。
　九州支部として、本部での取り組み「建設産業
にとってなくてはならない存在」作りに貢献でき
るよう、九州支部役員として、地方からの発信、
中央からの情報伝達また本部での取り組み
「i-Construction」、「ICT技術の活用」についての
普及促進、人材育成の情報等を会員と共に共有で
きるよう、行事、事業に取り組む1年としたいと
思います。
　協会員、賛助会員の皆様のご協力とご理解を賜
りますようお願い致し、新年の挨拶とさせていた
だきます。
　今年もよろしくお願い致します。

　新年、明けましておめでとうございます。平成
29年の新春を迎えるにあたり、年頭のご挨拶を申
し上げます。旧年中は当協会の諸事業に対し、会
員の皆様や関係の皆様方より多大なるご理解とご
協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、昨年の日本経済は、経済の好循環入りが
期待されておりましたが、政府月例経済報告にお
いて、「このところ弱さも見られるが、緩やかな
回復基調が続いている」との景気判断が長く続い
た状況にあり、一昨年に引き続き、「足踏み」や
「停滞」という表現が適切な年ではなかったかと
考えております。
　一方、私どもレンタル業に直接関係する建設投
資の平成28年度の見通しは、国土交通省の昨年７
月公表データによれば、前年度比1.6％増の51兆
7,700億円、また、建設経済研究所が同年10月に
公表したデータでは、前年度比1.9％増の51兆
9,400億円であり、実感が必ずしも伴ってはいな
いところではありますが、前年度からは増加と
なっております。さらに同研究所は、平成29年度
の見通しについても、前年度比1.4％減の51兆
2,000億円と公表し、51兆円台の概ね横這いの建
設投資を見込んでおり、経営環境は好転しつつあ
るのではないかと期待をしているところです。
　次に、災害につきまして、熊本地震・鳥取県中
部地震等の地震災害、台風9・10・11号等による
風水害等が発生しており、政府を中心として、気
候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害や、
南海トラフ巨大地震・首都直下地震の切迫する大
規模地震の防災・減災に向けたハード・ソフト一
体となった施策及び具体的な取組がなされており
ます。
　このような中にあって、建設機械は、日常の建
築工事や土木工事だけではなく、災害の未然防止、
震災や台風などにより被災した地域の復旧・復興
事業のさまざまな場面において重要な役割を果た
しております。当協会は、これらの復旧・復興事
業を直接担う建設企業が使用する建設機械の６割
以上を供給している建設機械レンタル業者で構成
される団体として、社会貢献の観点から、国や地

域自治体及び関係機関との連携をさせていただき
ながら、このような災害に対する復旧・復興活動
への支援並びに協力を積極的に推進してまいる所
存です。
　一方、現状の建設機械レンタル業界には、⑴営
業規制がなく、参入障壁の低い業態であることに
よる優良事業者と不適格事業者が混在する状況に
ある、⑵ユーザーであるゼネコン等からの値下げ
圧力や市場飽和を原因とする業者間競争の激化に
よるレンタル価格の低下、⑶少子高齢化の進展も
あり、建設業と同様に“担い手”である人材の確
保・育成の問題、さらには、⑷国土交通省が平成
28年度から全面展開する、建設現場の生産性向上
等の観点から、３次元データの導入をはじめとす
るICT（情報通信技術）を全面活用した、“測量・
設計から施工、検査まで”の全プロセスにおける最
適化の取組みである、「i-Construction」への対応
等の諸課題があると考えております。
　このため、本会として現在、Ⅰ.業界の社会的信
用の確保と質的向上及びユーザーの便宜を図るた
め、協会の自主規制としての取組である任意の「建
設機械レンタル業者登録制度」と、本登録制度に
併せた、建設機械レンタル業全般にわたる技術力
と管理能力を備えた人材確保のための新たな “資格
制度（民間資格）” の創設、Ⅱ.労働条件改善等の労
働問題への取組み、Ⅲ.国土交通省のi-Construction
推進施策に対して、本会i-Construction委員会を中
心に、その普及促進を積極的に推進するとともに、
建設機械レンタル業界として、ICT建設機械の供
給に向けた積極的対応への取組、Ⅳ.会員及び一般
国民への情報公開・情報伝達のための広報活動を
一層推進する取組等々に当たっているところです。
　本会は、これらへの取組を的確かつ確実に実施
していくことにより、建設機械レンタル業が「信
頼される業界」、また、「建設産業にとって、なく
てはならない存在」と言っていただけるよう、努
めてまいりたいと存じますので、皆様方のより一
層のご理解・ご協力をお願い申し上げる次第です。
　末筆になりますが、本年の皆様方のご健勝とご
活躍をご祈念申し上げます。

2



06 07

　（一社）日本建設機械レンタル協会九州支部の第

50回定期総会は５月18日（水）午後３時より「八

仙閣（福岡市博多区博多東）」において開催され、

加治理事（㈱カネイチ）の司会により開始された。

　先ず事務局から総会成立報告の後、西川副支部

長（㈱ワイズヨシハラ）の開会の辞が述べられ、

引き続き中野支部長より挨拶があった。

【中野支社長挨拶要旨】

　本日はお忙しい中総会に参加頂きありがとうご

ざいました。４月14、16日に発生した熊本地震

ですが、被災家屋2,000軒、10,000人以上の方

が避難されていると報道されており、今後発生す

る100万から200万トン以上のガレキの処理につ

いてどうしていくのかなど課題があります。緊急

助成資金の予算も7800億円追加されたので我々

が如何なる支援ができるか考えていきたいと思い

ます。

　日本は戦後70年を迎えており、最近は特にグ

ローバルな世界経済の中で生きていかなければな

らない時代となってきました。また国内では、人

口の25％が消費をあまりしない60歳を超える人

たちで占められ、消費をする若者の人口は減少し

ていくという中で商売をしていかなければなりま

せん。そういう現状は我々レンタル業界にとって

も非常に厳しいと言わざるをえません。公共工事

を例に取れば、現在は2000年当時の半分しか予

算が取れていない。その中で我々は生きていかね

ばならない厳しい節目の時代となっています。レ

ンタル業界も50年の歴史を刻み、九州建設機械

器具リース業協会から一般社団法人日本建設機械

レンタル協会九州支部へ名称が変わり、新たな方

向性の中で運営していくことが決定しているので、

会員、賛助会員、商社の皆様と共に協力しあい、

しっかりした業界を目指していきましょう。

　次いで事務局より協会本部、中国、四国、沖縄

各協会長からの祝電披露を行った。

　議案審議に先立ち、永島理事（熊本中央リース

㈱）を議長に選出し、議長から議事録署名人とし

て中園理事（㈱ショージ）、井上理事（㈱井上建

機リース）のニ名を指名し、承認された。

　議案審議に入り、第一号議案「平成27年度事

業報告」、第二号議案「平成27年度収支決算報

告」を事務局より説明の後、監査報告がなされ、

実績関係の報告事項が承認された。続いて第三号

議案「平成28年度事業計画案」、第四号議案「平

成28年度収支予算案」を審議承認した。次いで

第五号議案として「任期満了に伴う役員改選」に

ついて事務局より説明後、原案の通り承認された。

その後別室にて三役の選任を行い、支部長：中野

登（㈱ナカノ）、副支部長：西川和廣（㈱ワイズ

ヨシハラ）、峰平国生（㈱森谷リｰス）の２名が選

任された。

　総会審議事項がすべて終了したので永島議長が

閉会の辞を述べ総会を終了した。

　その後、退任役員への感謝として新井理事（日

立建機日本㈱）、天本監事（福岡レンタル㈲）に

対し、感謝状と記念品の贈呈が行われ退任の挨拶

が行われた。

　続いて、例年通り「永年勤続表彰」が行われ

20年以上勤務該当者13名、10年以上勤務該当者

26名に対し峰平副支部長から感謝状及び記念品

が贈呈された。

　新役員として伊藤徹氏（㈱ニシケン）、山口正

第50回 定期総会

08

氏（日立建機日本㈱）、小川裕史氏（㈱九レン

リースサービス）を紹介し、各氏より挨拶が行わ

れた。また27年度の新会員として㈱生産技術

パートナーズ　阿部社長、若狭所長より入会の挨

拶が行われた。

　本日別途に行われた賛助部会総会において、会

長：廣田竜生（ユアサ商事㈱）、副会長：福永隆

（デンヨー㈱）、石田利彦（酒井重工㈱）の三名が

再任され廣田氏より挨拶が行われた。

　以上で第49回定期総会の一連の行事をすべて

終了し、約20分の休憩を挟んで、大ホールにお

いて総会参加者による懇親会が盛大に催された。
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日本建設機械レンタル企業年金理事長

永島賢治
（元九州協会会長）

　50周年を祝して
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　今年度の福岡県の主な活動は以下の通りです。その
中からトピックスについてご報告いたします。

■福岡県の28年度活動
　５月11日　第一回役員会
　５月11日　総会
　７月７日　第二回役員会
　８月25日　代表者会議
　10月18日　第三回役員会
　12月13日　第四回役員会
　12月13日　若手講習会

1. 第50回福岡県支部総会
　5月11日（水）福岡ガーデンパレスにて、第50回福岡
県支部定期総会を行いました。会員36社中22社出席、
13社から委任状の提出があり総会は成立。今回の総会
で、九州建設機械器具リース業協会福岡支部は解散し、
今後は任意団体の福岡県建設機械レンタル協会及び
（一社）日本建設機械レンタル協会九州支部福岡県部
会として活動すると太田支部長より話があり、各議
案が承認されました。

　総会終了後は場所を移して昼食会を催しました。

2. 代表者会議
　８月25日（木）博多もつ鍋 梟（ふくろう）にて代表
者懇談会を総勢21名で実施しました。太田部会長より、
今年の夏は特に暑い夏ですがその暑気払いということ
で熱いもつ鍋を食べながらこの業界について、われわ
れの人生について熱く語って頂きたいという挨拶のあ
と、新役員、新会員の紹介などを行いました。その
あともつ鍋を肴に会員相互の懇親を深めました。

3. 博多駅前陥没事故
　11月８日（火）博多駅前の大規模陥没事故が発生し
ました。この事故で一帯の道路が封鎖され、電気、水

道、ガス、通信などが近辺で使えなくなりました。当
日は報道各社がヘリコプターやビルの上から陥没事故
を一日中伝えており、博多駅の新幹線乗り場や近辺の
大型ビルで電気が供給されない事態が発生しました。
　「災害発生時における資機材等の手配に関する覚
書」を交わしている九州電力様より、午後４時半ごろ
近辺のレンタル会社で行燈（あんどん）／投光機を当日
中に何台確保できるか調べて欲しいという依頼があり、
太田部会長の指示で福岡県部会の会員に事務局より確
認を行いました。中野支部長へも並行して連絡を入
れました。各会員の協力で午後６時過ぎには九州電
力様へ回答できました。結果的には電気の復旧のめ
どが立ったという連絡が午後７時ごろあり機器手配
ということはなくなりましたが、後日、九州電力様
より協力に感謝しますとのお言葉をいただきました。

 
 
 
 

4. 若手講習会
　12月13日（火）久留米にある㈱ニシケン研修室にて、
若手講習会を実施しました。福岡県内の会員企業から
12社21名の営業、フロントの方に集まっていただき、
㈱ニシケンの伊藤常務、中井執行役員に講師を務めて
いただきました。㈱カナモトからも進行役として２名
の方にご協力いただき、福岡県部会の役員３名も参
加いただきました。
　４班にグループ分けして、座学の後はこれからのレ
ンタル市場の見通しについて議論したり、架空の店舗
の業績向上策を一緒に検討したりとみんなで意見交換
しながら講習は行われました。今後の営業活動に役立
てていただければと思います。終了後、西鉄久留米駅
近くのお店で懇親会を開きました。

支 部 だ よ り

事務局　藤 井 　 正
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てていただければと思います。終了後、西鉄久留米駅
近くのお店で懇親会を開きました。

支 部 だ よ り

事務局　藤 井 　 正
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　長崎県支部では、毎年恒例となりました「ボウリン

グ大会」を今年も開催し会員間のさらなる親睦を深め

るとともに、「長崎管理者講習会」ではレンタル業者

として守るべき「コンプライアンス」について会員同

士での活発な意見交換も行いながら考え・学びを得る

ことが出来たのではないかと感じています。このよ

うに多くの会員が参加出来る事業を通じ、会員間の

繋がりがより一層強いものになるよう活動を進めて

まいりました。

◆定時総会・定例会
　下記の日程にて定期総会・定例会を開催致しました。

【平成28年度　定例会】

第１回定例会　平成28年５月16日（月）

長崎バスターミナルホテル第２会議室

□熊本地震対応について

□第５回九州役員会報告

□年間スケジュールについて

□不良ユーザーについて

□その他

第２回定例会　平成28年８月26日（金）

時津ヤスダオーシャンホテル会議室

□長崎県農林畜産課との防疫協定について

　（最終案の確認）

□第１回・第２回九州役員会報告

□ボウリング大会結果報告

□勉強会について

□その他（忘年会について）

 

【平成28年度　第35回定時総会】

　定期総会　平成28年５月16日（月）

　長崎バスターミナルホテル第２会議室

◆レクリエーション・管理者講習
　下記の日程にて、会員相互の親睦を深めるべく「第

８回ボウリング大会」を開催致しました。また、講習

会事業では講師として株式会社レンタルのニッケン九

州支店支店長響太郎様・九州支店総括部長大空太郎様

をお迎えし、長崎管理者講習会を開催しレンタル業者

としての知識向上に努めて参りました。

【平成28年度】

平成28年７月24日（日）ボウリング大会　

参加人数67名

開催地：長崎ラッキーボール

団体の部優勝：

　　　　グローバル建機㈱　グローバルAチーム

個人の部優勝：浦　裕次（グローバル建機㈱）

　

平成28年11月15日（火）「長崎管理者講習会」

（長崎県建設総合会館５階 第３会議室）

議題

①レンタル業者が守るべき「コンプライアンス」に

　ついて

②ここだけは押さえておきたい「与信管理」

　講師：株式会社レンタルのニッケン　

　　　　　　　九州支店支店長　響　太郎様

　　　　株式会社レンタルのニッケン　

　　　　　　　九州支部総括部長　大空太郎様

　懇親会：（はくしか銅座店）

◆広報活動
　平成28年11月12日（土）長崎県「土木の日」実行委

員会が主催する「ＤＯＶＯＣフェア２０１６」に本年

度も協力致しました。土木の魅力を伝えるこの事業の

中でバックホウの操作体験を行い協会のＰＲに繋げる

とともに子供たちが土木建築業界へ興味を持つきっか

け作りに貢献出来たと感じています。

支 部 だ よ り

広報委員　臼 木 琢 哉
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【6月定例会】
　６月８日（水）ホテル熊本テルサにて定例会を行い

ました。

　４月14日、16日発生しました熊本地震後、初の定例

会を行い各社の近状報告がされました。地震での建物

の倒壊よる解体作業やライフラインの復旧等で、今ま

で経験のない対応をされていますと報告がありました。

　

【営業・フロントマン研修】
　８月26日（金）ＫＫＲホテル熊本にて

講師　鹿子木 康 先生による「業務の効率化を図る段

取り力の高め方」の講演が行われました。

　11社33名が参加され、講演は鹿子木先生からの実践

さながらの質問等で、各員大変興味を持っていました。

講演終了後は、各会社会員の親睦を深めるため懇親会、

ビンゴゲームが行われました。

【ボウリング大会】
　平成28年９月11日（日）パスカワールド宇土店

会員14社、協賛会社など30チーム120名の参加による

ボウリング大会が行われました。

　初めに萩原会長から、４月発生しました熊本地震で

被災された会員へのお見舞いや今後の震災による環境

の変化への対応や会員の連携へのあいさつをされ、昨

年個人優勝の三和リースのカミさんの始球式で始まり

ました。

　団体戦（優勝）三和リースＡチーム、

　　　　（２位）ショージＢチーム、

　　　　（３位）熊本中央リースＡ

　個人戦　男性　熊本中央リースの山下さん　

　　　　　女性は日立レックの森永さん

の優勝でした。プレーヤー120名と小さなお子様など、

家族の応援などで160名ほどの歓声やため息、チーム

内の団結、会員の皆様との交流ができ、大変楽しいボ

ウリング大会となりました。

【９月定例会】
　９月23日、浜料理　侍にて定例会を開催

　　・技能検定講習の件

　　・営業／フロントマン研修について

　　・忘年会について

　

【忘年会】
　11月22日（火曜日）ハイアットリージェンシー福岡

にて忘年会を行いました。

　地震の影響で旅行、コンペなど出来なかった為、今

年は福岡で開催いたしました。賛助会の皆さまも、福

岡での開催で多数の参加を頂きました。

　初めに、萩原会長から地震発生の日から今日に至る

までの思いを語られ、三和リースの長岡社長の乾杯の

挨拶で宴会が始まりました。協会及び賛助会の皆さま

との交流が深まり、楽しい忘年会となりました。

【12月定例会】
　12月７日、熊本市国際交流館にて定例会を開催

　　・新年賀詞交換会について

　　・不良ユーザーへの取り組み

　　・熊本地震義援金の顛末について

支 部 だ よ り

広報委員　青 木 浩 二
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さながらの質問等で、各員大変興味を持っていました。

講演終了後は、各会社会員の親睦を深めるため懇親会、

ビンゴゲームが行われました。

【ボウリング大会】
　平成28年９月11日（日）パスカワールド宇土店

会員14社、協賛会社など30チーム120名の参加による

ボウリング大会が行われました。

　初めに萩原会長から、４月発生しました熊本地震で

被災された会員へのお見舞いや今後の震災による環境

の変化への対応や会員の連携へのあいさつをされ、昨

年個人優勝の三和リースのカミさんの始球式で始まり

ました。

　団体戦（優勝）三和リースＡチーム、

　　　　（２位）ショージＢチーム、

　　　　（３位）熊本中央リースＡ

　個人戦　男性　熊本中央リースの山下さん　

　　　　　女性は日立レックの森永さん

の優勝でした。プレーヤー120名と小さなお子様など、

家族の応援などで160名ほどの歓声やため息、チーム

内の団結、会員の皆様との交流ができ、大変楽しいボ

ウリング大会となりました。

【９月定例会】
　９月23日、浜料理　侍にて定例会を開催

　　・技能検定講習の件

　　・営業／フロントマン研修について

　　・忘年会について

　

【忘年会】
　11月22日（火曜日）ハイアットリージェンシー福岡

にて忘年会を行いました。

　地震の影響で旅行、コンペなど出来なかった為、今

年は福岡で開催いたしました。賛助会の皆さまも、福

岡での開催で多数の参加を頂きました。

　初めに、萩原会長から地震発生の日から今日に至る

までの思いを語られ、三和リースの長岡社長の乾杯の

挨拶で宴会が始まりました。協会及び賛助会の皆さま

との交流が深まり、楽しい忘年会となりました。

【12月定例会】
　12月７日、熊本市国際交流館にて定例会を開催

　　・新年賀詞交換会について

　　・不良ユーザーへの取り組み

　　・熊本地震義援金の顛末について

支 部 だ よ り

広報委員　青 木 浩 二
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鹿児島支部の28年度活動です。

○４月21日　総会
○７月１日～３日　研修旅行【台湾】
○７月23日　建設機械整備技能検定　実技事前講習
○８月７日　建設機械整備技能検定　学科事前講習
○８月８日　鹿児島市内にて暑気払い
○11月６日　スポーツ大会･ボウリング、レンタル杯
○12月８日　AGO会ゴルフ
○12月８日　忘年会

４月21日　総会並びに
ＡＧＯ会ゴルフコンペを開催
○ＡＧＯ会ゴルフコンペ：雨天中止
○第34回総会

　会員、賛助会員合わせ55名の参加で、会は厳粛に執
り行われました。平成27年度事業活動報告・収支決算
報告、続いて平成28年度事業活動（案）など色々な意
見交換がなされ、承認されました。

7月23日、8月7日
建設機械整備技能事前講習
　例年通りではございますが、建設機械整備技能士の
資格普及を図るため、今年で４回目を迎えました。会
員以外の受講生を今年は遠慮いたしました。会員であ
るメリット、支部での統一を目指す為に今年より実施
いたしました。
　７月23日　実技受講　11名
　８月７日　学科受講　８名

研修旅行IN台湾（台北）
正会員8名・賛助会員2名で研修実施

11月6日　スポーツ大会
ボウリング、レンタル杯
各社、従業員、賛助会員　合わせて47名参加
個人戦　　優勝　太田機工㈱　上山幸一社長
　　　　　　　　「V3達成です！」２ゲーム：410点
団　体　　優勝　太田機工㈱　様

12月6日　忘年会＆AGOゴルフ会
賑々しく開催です。
40社　ゲスト１名　ローカル歌手
ゴルフ　14名

支 部 だ よ り

広報委員　宮 内 宏 智

台湾のナイアガラの前で

ランタン上げ

千と千尋の神隠しのモデル

表彰式

V3の上山社長！

司会者は上山専務＆団体優勝

旅行の思い出
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❖後藤会長挨拶

❖審議風景

宮崎県支部宮崎県支部

18 19

【宮崎県建設機械器具リース業協会
　　　　　　　　　　第32回定期総会】
（開催日：平成28年５月13日）

（１）平成27年度決算及び事業活動報告

（２）平成28年度予算及び事業計画

（３）任期満了に伴う役員改選

（４）その他

　また、総会に前後して親睦ゴルフコンペと懇親会も

実施しました。

《後藤会長挨拶の要旨》

　厳しい経営環境の中においても、我々の業界が

しっかりしないと、ユーザーサイドの建設業も回

らなくなるので、適正な利潤を確保したうえで経

営の安定化を図り、ニーズに応えられる建設機械

の高性能化を図る必要性がある。会員各社の健全

な経営と、協会全体が発展できるよう、力を合わ

せていきたい。」

　 平成27年度事業計画
（１）会員間相互の情報交換・コミュニケーションの

　　　活発化

　　　■代表者会議・情報交換会・勉強会・親睦回答

　　　　の開催

（２）レンタル取引正常化への取組み

　　　■適正な競争のもとに、企業として存続可能な

　　　　取引の再構築に取り組む。

（３）研修旅行

　 役員改選
　会　長　　後藤　健治　氏（コマツレンタル宮崎）

　副会長　　伊豆　隆夫　氏（キング）

　監　事　　奈良　榮郎　氏（奈良鐵工）

※再任されました

支 部 だ よ り

広報委員　伊 豆 隆 夫

《日程》
2016年10月26日～10月29日

《参加者》
７社８名
・後藤健治会長　・伊豆隆夫副会長
・戸高邦博氏　・奈良榮郎氏　・奈須昭次氏
・後藤敏之氏　・田中正敏氏　・上米良淳氏

　“美麗島”の別名で知られる台湾。その名の通り、大地には絶
景・奇観が続く。標高差千メートルの断崖絶壁、大理石の大峡谷、
“月世界”と呼ばれる不思議な山並み。深海にしかないはずの“泥
火山”・段差10メートルもの大断層…。そこには、「世界最速の大
隆起」「地表でのプレート大衝突」という台湾にしかない独特の
地殻変動がかかわっていた。──ＮＨＫ『グレートネイチャー』より

野柳地質公園
　野柳地質公園は、
北海岸に突出した
細長い岬。1000万
年におよぶ地殻運
動、海蝕、風蝕の

影響を受けて、奇怪な岩石が奇抜な海
岸景観を展開しています。全長1700
メートルの長さの岬は、大自然の石彫
芸術！　見る者を圧倒し、台湾の代表
的な観光スポットの一つでもあります。

キノコ岩とも言われる蕈状石が野柳の
中でもっとも多く目を引きますが、こ
れは岩層の割れ目が海水の浸蝕を受け
て、長い時間をかけて流れ出していき、
砂岩の中の硬い部分だけが次第に露出
していったものです。さらに日射、雨、
波浪、強い季節風にさらされ、現在の
ように様々な形のキノコ岩ができまし
た。特に女王頭の繊細な頚部、高貴な
シルエットは非凡な風格があり、野柳
地区の象徴となっています。

あのジブリ映画、「千と千尋の神隠し」で湯婆婆の屋敷
のモデルになったとも言われている阿妹茶樓（あめお
ちゃ）。スタジオジブリの宮崎駿監督が映画「千と千尋
の神隠し」を作る時に訪れたと言われている。監督は
窓際の席に座られて、髄分長い間外の景色を見ていら
れたそうです。

【台湾旅行後記】
　宮崎県の会員が多数参加しての旅行は、2010年の上海・杭州ツアー以来６年ぶりでした。幸い天
気にも恵まれ、美味しい食事とお酒で皆様と楽しい時間を過ごすことができました。謝謝！！

台北　忠烈祠
今回の旅行に参加した皆さんです

九份　阿妹茶樓
（きゅうふん　あめおちゃ）

←女王頭

↑キノコ岩
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《日程》
2016年10月26日～10月29日

《参加者》
７社８名
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・戸高邦博氏　・奈良榮郎氏　・奈須昭次氏
・後藤敏之氏　・田中正敏氏　・上米良淳氏
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火山”・段差10メートルもの大断層…。そこには、「世界最速の大
隆起」「地表でのプレート大衝突」という台湾にしかない独特の
地殻変動がかかわっていた。──ＮＨＫ『グレートネイチャー』より

野柳地質公園
　野柳地質公園は、
北海岸に突出した
細長い岬。1000万
年におよぶ地殻運
動、海蝕、風蝕の

影響を受けて、奇怪な岩石が奇抜な海
岸景観を展開しています。全長1700
メートルの長さの岬は、大自然の石彫
芸術！　見る者を圧倒し、台湾の代表
的な観光スポットの一つでもあります。

キノコ岩とも言われる蕈状石が野柳の
中でもっとも多く目を引きますが、こ
れは岩層の割れ目が海水の浸蝕を受け
て、長い時間をかけて流れ出していき、
砂岩の中の硬い部分だけが次第に露出
していったものです。さらに日射、雨、
波浪、強い季節風にさらされ、現在の
ように様々な形のキノコ岩ができまし
た。特に女王頭の繊細な頚部、高貴な
シルエットは非凡な風格があり、野柳
地区の象徴となっています。

あのジブリ映画、「千と千尋の神隠し」で湯婆婆の屋敷
のモデルになったとも言われている阿妹茶樓（あめお
ちゃ）。スタジオジブリの宮崎駿監督が映画「千と千尋
の神隠し」を作る時に訪れたと言われている。監督は
窓際の席に座られて、髄分長い間外の景色を見ていら
れたそうです。

【台湾旅行後記】
　宮崎県の会員が多数参加しての旅行は、2010年の上海・杭州ツアー以来６年ぶりでした。幸い天
気にも恵まれ、美味しい食事とお酒で皆様と楽しい時間を過ごすことができました。謝謝！！

台北　忠烈祠
今回の旅行に参加した皆さんです

九份　阿妹茶樓
（きゅうふん　あめおちゃ）

←女王頭

↑キノコ岩

❖後藤会長挨拶

❖審議風景
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　平成28年１月19日（火）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月９日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月29日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年４月21日（木）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年５月24日（火）、大分オアシスタワーホテル
において、平成28年度通常総会が開催され、当協会の

名称が「大分県建設機械レンタル協会」と正式に承認
されました。他の議案につきましても、すべて承認さ
れました。また恒例の親睦ゴルフコンペも行われまし
た。天候にも恵まれ、16名が和やかにゴルフを楽しみ
ました。総会後に開かれた表彰式・懇親会では、プ
レーをしなかった方も多数ご参加いただき、大変な
にぎわい様でした。（財前会長が優勝でした）

　平成28年６月22日（水）、５月総会懇親会でご協力戴
いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ「平成28年熊
本地震」の義援金として寄付しました。財前会長もこ
の行事は、「長く続けることが重要」と意気込んでお
りました。

　平成28年８月19日（金）、国東重販（株）本社にて、特
定家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の研修が行
われました。防疫対策の要といえる迅速・的確な初動
対応を高めるべく、様々な機材の用途、取り扱いにつ
いて学びました。厳しい残暑の中ではありましたが、
皆様機材を手にとって、それぞれが実践していまし
た。

　平成28年８月24日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年10月８日（土）、大分市タワーボールにて親

睦ボーリング大会が行われました。今年は９チーム36
名が、社の名誉をかけて頑張りました。優勝はクボタ
建機ジャパンチーム様、個人優勝も同チーム甲斐竜成
様でした。豊の国健康ホテルで行われた懇親会・表彰
式も和気あいあいと、交流が深まったと思います。ま
た今年は、各会社の新入・若手社員が多数ご参加戴
き、大いに盛り上がるとともに、とても頼もしく感
じられました。

　平成28年11月２日（水）、大分県特定家畜伝染病防疫
演習が行われました。実地演習会場の大分県立看護科
学大学体育館に、防疫演習にかかる様々な資機材を搬
入しました。毎年の訓練で、初動防疫の精度が高まっ
てきたと思います。

　平成28年11月21日（月）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年11月28日（月）、大分オアシスタワーホテル
において、レンタル協会講習会・忘年会が行われまし
た。また親睦ゴルフコンペ大会も行われ、晴天の下、

22

20名がボールを元気に追いかけておりました。講習会
は大分県警本部より、安全・高齢者対策課長補佐 門
柳哲也様にお越し頂き、「平成29年３月12日一部改正
に伴う、道路交通法の中型免許等」について、講話
を戴きました。運転免許証の制度が複雑化する中で、
とても分かりやすく教えて頂きました。

　忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、チャリティーで
盛り上がる中、優勝の財前会長より、「私が優勝で息
子が敢闘賞という長年の夢が叶いました。」と満面の
笑みで述べられていました。70歳を超えての二連覇、

本当におめでとうございます。

　平成28年12月15日（木）、忘年会・ゴルフコンペ表彰
式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ
「平成28年熊本地震」の義援金として寄付しました。
平成16年12月より始まったこの募金も18回に上り、毎
年かかさず行った寄付金総額がついに100万円を上回
り、赤十字の事務局長より長年続く寄付に対して感
謝の言葉を戴きました。「継続は力なり」を不言実行
できている、素晴らしい協会行事を会員として誇り
に思います。

支 部 だ よ り

広報委員　財 前 　 薫
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に伴う、道路交通法の中型免許等」について、講話
を戴きました。運転免許証の制度が複雑化する中で、
とても分かりやすく教えて頂きました。

　忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、チャリティーで
盛り上がる中、優勝の財前会長より、「私が優勝で息
子が敢闘賞という長年の夢が叶いました。」と満面の
笑みで述べられていました。70歳を超えての二連覇、

本当におめでとうございます。

　平成28年12月15日（木）、忘年会・ゴルフコンペ表彰
式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ
「平成28年熊本地震」の義援金として寄付しました。
平成16年12月より始まったこの募金も18回に上り、毎
年かかさず行った寄付金総額がついに100万円を上回
り、赤十字の事務局長より長年続く寄付に対して感
謝の言葉を戴きました。「継続は力なり」を不言実行
できている、素晴らしい協会行事を会員として誇り
に思います。

支 部 だ よ り

広報委員　財 前 　 薫
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大分県支部大分県支部

20 21

　平成28年１月19日（火）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月９日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月29日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年４月21日（木）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年５月24日（火）、大分オアシスタワーホテル
において、平成28年度通常総会が開催され、当協会の

名称が「大分県建設機械レンタル協会」と正式に承認
されました。他の議案につきましても、すべて承認さ
れました。また恒例の親睦ゴルフコンペも行われまし
た。天候にも恵まれ、16名が和やかにゴルフを楽しみ
ました。総会後に開かれた表彰式・懇親会では、プ
レーをしなかった方も多数ご参加いただき、大変な
にぎわい様でした。（財前会長が優勝でした）

　平成28年６月22日（水）、５月総会懇親会でご協力戴
いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ「平成28年熊
本地震」の義援金として寄付しました。財前会長もこ
の行事は、「長く続けることが重要」と意気込んでお
りました。

　平成28年８月19日（金）、国東重販（株）本社にて、特
定家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の研修が行
われました。防疫対策の要といえる迅速・的確な初動
対応を高めるべく、様々な機材の用途、取り扱いにつ
いて学びました。厳しい残暑の中ではありましたが、
皆様機材を手にとって、それぞれが実践していまし
た。

　平成28年８月24日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年10月８日（土）、大分市タワーボールにて親

睦ボーリング大会が行われました。今年は９チーム36
名が、社の名誉をかけて頑張りました。優勝はクボタ
建機ジャパンチーム様、個人優勝も同チーム甲斐竜成
様でした。豊の国健康ホテルで行われた懇親会・表彰
式も和気あいあいと、交流が深まったと思います。ま
た今年は、各会社の新入・若手社員が多数ご参加戴
き、大いに盛り上がるとともに、とても頼もしく感
じられました。

　平成28年11月２日（水）、大分県特定家畜伝染病防疫
演習が行われました。実地演習会場の大分県立看護科
学大学体育館に、防疫演習にかかる様々な資機材を搬
入しました。毎年の訓練で、初動防疫の精度が高まっ
てきたと思います。

　平成28年11月21日（月）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年11月28日（月）、大分オアシスタワーホテル
において、レンタル協会講習会・忘年会が行われまし
た。また親睦ゴルフコンペ大会も行われ、晴天の下、
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20名がボールを元気に追いかけておりました。講習会
は大分県警本部より、安全・高齢者対策課長補佐 門
柳哲也様にお越し頂き、「平成29年３月12日一部改正
に伴う、道路交通法の中型免許等」について、講話
を戴きました。運転免許証の制度が複雑化する中で、
とても分かりやすく教えて頂きました。

　忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、チャリティーで
盛り上がる中、優勝の財前会長より、「私が優勝で息
子が敢闘賞という長年の夢が叶いました。」と満面の
笑みで述べられていました。70歳を超えての二連覇、

本当におめでとうございます。

　平成28年12月15日（木）、忘年会・ゴルフコンペ表彰
式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ
「平成28年熊本地震」の義援金として寄付しました。
平成16年12月より始まったこの募金も18回に上り、毎
年かかさず行った寄付金総額がついに100万円を上回
り、赤十字の事務局長より長年続く寄付に対して感
謝の言葉を戴きました。「継続は力なり」を不言実行
できている、素晴らしい協会行事を会員として誇り
に思います。

支 部 だ よ り

広報委員　財 前 　 薫
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　平成28年１月19日（火）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月９日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年３月29日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。
　平成28年４月21日（木）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年５月24日（火）、大分オアシスタワーホテル
において、平成28年度通常総会が開催され、当協会の

名称が「大分県建設機械レンタル協会」と正式に承認
されました。他の議案につきましても、すべて承認さ
れました。また恒例の親睦ゴルフコンペも行われまし
た。天候にも恵まれ、16名が和やかにゴルフを楽しみ
ました。総会後に開かれた表彰式・懇親会では、プ
レーをしなかった方も多数ご参加いただき、大変な
にぎわい様でした。（財前会長が優勝でした）

　平成28年６月22日（水）、５月総会懇親会でご協力戴
いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ「平成28年熊
本地震」の義援金として寄付しました。財前会長もこ
の行事は、「長く続けることが重要」と意気込んでお
りました。

　平成28年８月19日（金）、国東重販（株）本社にて、特
定家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の研修が行
われました。防疫対策の要といえる迅速・的確な初動
対応を高めるべく、様々な機材の用途、取り扱いにつ
いて学びました。厳しい残暑の中ではありましたが、
皆様機材を手にとって、それぞれが実践していまし
た。

　平成28年８月24日（水）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年10月８日（土）、大分市タワーボールにて親

睦ボーリング大会が行われました。今年は９チーム36
名が、社の名誉をかけて頑張りました。優勝はクボタ
建機ジャパンチーム様、個人優勝も同チーム甲斐竜成
様でした。豊の国健康ホテルで行われた懇親会・表彰
式も和気あいあいと、交流が深まったと思います。ま
た今年は、各会社の新入・若手社員が多数ご参加戴
き、大いに盛り上がるとともに、とても頼もしく感
じられました。

　平成28年11月２日（水）、大分県特定家畜伝染病防疫
演習が行われました。実地演習会場の大分県立看護科
学大学体育館に、防疫演習にかかる様々な資機材を搬
入しました。毎年の訓練で、初動防疫の精度が高まっ
てきたと思います。

　平成28年11月21日（月）、役員会・会議が大分県交通
会館会議室において行われました。

　平成28年11月28日（月）、大分オアシスタワーホテル
において、レンタル協会講習会・忘年会が行われまし
た。また親睦ゴルフコンペ大会も行われ、晴天の下、
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20名がボールを元気に追いかけておりました。講習会
は大分県警本部より、安全・高齢者対策課長補佐 門
柳哲也様にお越し頂き、「平成29年３月12日一部改正
に伴う、道路交通法の中型免許等」について、講話
を戴きました。運転免許証の制度が複雑化する中で、
とても分かりやすく教えて頂きました。

　忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、チャリティーで
盛り上がる中、優勝の財前会長より、「私が優勝で息
子が敢闘賞という長年の夢が叶いました。」と満面の
笑みで述べられていました。70歳を超えての二連覇、

本当におめでとうございます。

　平成28年12月15日（木）、忘年会・ゴルフコンペ表彰
式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ
「平成28年熊本地震」の義援金として寄付しました。
平成16年12月より始まったこの募金も18回に上り、毎
年かかさず行った寄付金総額がついに100万円を上回
り、赤十字の事務局長より長年続く寄付に対して感
謝の言葉を戴きました。「継続は力なり」を不言実行
できている、素晴らしい協会行事を会員として誇り
に思います。

支 部 だ よ り

広報委員　財 前 　 薫
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　賛助部会の活動報告をいたします。

■ 1月21日　福岡県支部賀詞交歓会参加
　　八仙閣にて開催された賀詞交歓会に参加いたしました。

■ 5月21日　第12回賛助部会総会開催
　　八仙閣において、賛助部会総会を開催いたしました。21社22名参加。

　　活動報告・決算報告、役員改選、活動予定・予算案等討議しました｡

　　　　　　第50回定期総会参加

■ 6月17日　広報委員会参加
　　会報44号について討議｡

■ 12月6日　賛助部会忘年会開催
　　八仙閣にて忘年会開催。19社21名参加。

　今年も、会員様の役に立つような活動を心掛けていきたいと思います｡

賛助部会賛助部会

賛 助 会 だ よ り

広報委員　廣 田 竜 生
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■九州建設機械器具リース業協会50年間の歴史
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ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
７
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
8
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
９
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
０
年
5
月
1
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
１
年
6
月
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
2
年
5
月
1
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
3
年
5
月
2
9
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

平
山
悠
三
郎

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

稲
富
　
勲

稲
富
　
勲

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

伊
藤
公
明

㈹
永
島
賢
治

上
山
武
俊

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃

㈱
セ
ン
タ
ー
機
材

〃 〃 〃

㈱
西
建

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃

稲
尾
産
業
㈱

〃 〃 〃

西鉄
建機
㈱（
現 
㈱西
鉄テ
クノ
サー
ビス
）

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

太
田
機
工
㈱

正
6
3
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
6
2
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

準
2
社
、賛
2
7
社

正
1
0
6
社
、

準
2
社
、賛
2
5
社

正
1
1
5
社
、

準
2
社
、賛
2
6
社

正
1
3
1
社
、

準
4
社
、賛
3
3
社

正
1
1
0
社
、

準
4
社
、賛
3
5
社

正
1
1
6
社
、

準
4
社
、賛
3
6
社

正
1
1
5
社
、

準
3
社
、賛
3
6
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
9
社

正
1
2
3
社
、

賛
3
8
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
5
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
3
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
9
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
4
社
、

賛
3
3
社

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ロ
ス
疑
惑

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

昭
和
天
皇
崩
御
平
成
に
、

消
費
税
施
行（
3
%
）、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
、天
安
門
事
件

雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

ダ
イ
ア
ナ
事
故
死

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

Ｈ
1
4
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
5
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
6
年
6
月
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
7
年
5
月
2
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
８
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
9
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
0
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
１
年
5
月
2
1
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
2
年
5
月
2
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
３
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
4
年
5
月
2
4
日

八
仙
閣

Ｈ
2
5
年
5
月
2
3
日

八
仙
閣

Ｈ
2
6
年
5
月
2
2
日

八
仙
閣

Ｈ
2
7
年
5
月
2
0
日

八
仙
閣

Ｈ
2
8
年
5
月
1
8
日

八
仙
閣

Ｈ
2
9
年
6
月
6
日

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

上
山
武
俊

上
山
武
俊

永
島
賢
治

永
島
賢
治

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

太
田
機
工
㈱

〃

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

〃

㈱
ナ
カ
ノ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

正
1
1
0
社
、

賛
3
3
社

正
1
0
7
社
、

賛
2
8
社

正
1
0
2
社
、

賛
2
9
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
0
社

正
1
0
5
社
、

賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
2
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
3
社
、

賛
3
4
社

正
8
8
社
、

賛
3
4
社

正
8
5
社
、

賛
3
5
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
5
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
 日
韓
大
会

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
倒
産

（
営
業
継
続
）

楽
天
が
野
球
に
新
規
参
入

耐
震
強
度
偽
装
問
題

慈
恵
病
院「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」設
置

衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、

政
権
交
代
へ

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
問
題
発
生

東
日
本
大
震
災

九
州
新
幹
線
開
業

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

熊
本
市
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
移
行

JR
九
州
、寝
台
列
車「
な
な
つ
星
」

運
行
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
制
定

北
陸
新
幹
線
開
業

熊
本
地
震

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

㈳
全
国
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部
に

名
称
変
更

（
一
社
）日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部

と
名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

21



■九州建設機械器具リース業協会50年間の歴史

創
立 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

Ｓ
4
1
年
5
月

Ｓ
4
2
年
5
月

Ｓ
4
3
年
5
月

Ｓ
4
4
年
5
月

Ｓ
4
5
年
5
月

Ｓ
4
6
年
5
月

Ｓ
4
7
年
5
月

Ｓ
4
8
年
5
月

Ｓ
4
9
年
5
月

Ｓ
5
0
年
5
月
2
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
1
年
6
月
2
5
日

八
仙
閣

Ｓ
5
2
年
6
月
2
8
日

八
仙
閣

Ｓ
5
3
年
6
月
1
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
4
年
6
月
1
2
日

八
仙
閣

Ｓ
5
5
年
4
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
5
6
年
5
月
2
2
日

迎
陽
亭

Ｓ
5
7
年
6
月
5
日

西
鉄
第
２
共
済
会
館

Ｓ
5
8
年
6
月
2
日

八
仙
閣

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

木
付
辰
生

木
付
辰
生

西
日
本
建
設
機
材
㈱

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4
社
に
て
創
立

不
明 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

会
員
3
4
社
、

賛
2
5
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
8
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
4
2
社
、

賛
2
8
社

正
6
5
社
、

準
2
社
、賛
3
0
社

三
億
円
事
件

ア
ポ
ロ
1
1
号
　
人
類
初
の
月
着
陸

大
阪
万
博
開
催

よ
ど
号
事
件

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、沖
縄
返
還

浅
間
山
荘
事
件

石
油
危
機

巨
人
Ｖ
９

長
嶋
引
退

ニ
ク
ソ
ン
辞
任

山
陽
新
幹
線
岡
山
博
多
間
開
通

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

成
田
空
港
開
港

1
億
円
拾
得
事
件

日
航
機
羽
田
沖
墜
落「
逆
噴
射
」

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

㈱
太
陽
興
業
内

宍
戸
　
忠
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

Ｓ
4
1
.5
　

九
州
建
設
機
械
貸
与
公
社
と
し
て
設
立

Ｓ
4
2
.5
　

九
州
建
設
機
械
賃
貸
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
3
.5
　

九
州
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
9
.1
0
.1
8
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
設
立（
本
部
）

Ｓ
4
9
.1
1
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
に
加
入

㈳
九
州
建
設
機
械
器
具
リ
ー
ス
業
協
会
に

名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

Ｓ
5
9
年
6
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
６
０
年
6
月
7
日

八
仙
閣

Ｓ
6
1
年
6
月
1
1
日

ホ
テ
ル
角
万

Ｓ
6
2
年
5
月
2
5
日

博
多
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

Ｓ
6
3
年
5
月
1
9
日

八
仙
閣

Ｈ
元
年
5
月
1
9
日

パ
ー
ム
ク
ォ
ー
タ
ー

Ｈ
2
年
5
月
2
2
日

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

Ｈ
３
年
6
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
４
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
５
年
6
月
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
６
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
７
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
8
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
９
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
０
年
5
月
1
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
１
年
6
月
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
2
年
5
月
1
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
3
年
5
月
2
9
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

平
山
悠
三
郎

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

稲
富
　
勲

稲
富
　
勲

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

伊
藤
公
明

㈹
永
島
賢
治

上
山
武
俊

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃

㈱
セ
ン
タ
ー
機
材

〃 〃 〃

㈱
西
建

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃

稲
尾
産
業
㈱

〃 〃 〃

西鉄
建機
㈱（
現 
㈱西
鉄テ
クノ
サー
ビス
）

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

太
田
機
工
㈱

正
6
3
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
6
2
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

準
2
社
、賛
2
7
社

正
1
0
6
社
、

準
2
社
、賛
2
5
社

正
1
1
5
社
、

準
2
社
、賛
2
6
社

正
1
3
1
社
、

準
4
社
、賛
3
3
社

正
1
1
0
社
、

準
4
社
、賛
3
5
社

正
1
1
6
社
、

準
4
社
、賛
3
6
社

正
1
1
5
社
、

準
3
社
、賛
3
6
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
9
社

正
1
2
3
社
、

賛
3
8
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
5
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
3
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
9
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
4
社
、

賛
3
3
社

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ロ
ス
疑
惑

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

昭
和
天
皇
崩
御
平
成
に
、

消
費
税
施
行（
3
%
）、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
、天
安
門
事
件

雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

ダ
イ
ア
ナ
事
故
死

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

Ｈ
1
4
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
5
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
6
年
6
月
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
7
年
5
月
2
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
８
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
9
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
0
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
１
年
5
月
2
1
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
2
年
5
月
2
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
３
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
4
年
5
月
2
4
日

八
仙
閣

Ｈ
2
5
年
5
月
2
3
日

八
仙
閣

Ｈ
2
6
年
5
月
2
2
日

八
仙
閣

Ｈ
2
7
年
5
月
2
0
日

八
仙
閣

Ｈ
2
8
年
5
月
1
8
日

八
仙
閣

Ｈ
2
9
年
6
月
6
日

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

上
山
武
俊

上
山
武
俊

永
島
賢
治

永
島
賢
治

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

太
田
機
工
㈱

〃

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

〃

㈱
ナ
カ
ノ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

正
1
1
0
社
、

賛
3
3
社

正
1
0
7
社
、

賛
2
8
社

正
1
0
2
社
、

賛
2
9
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
0
社

正
1
0
5
社
、

賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
2
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
3
社
、

賛
3
4
社

正
8
8
社
、

賛
3
4
社

正
8
5
社
、

賛
3
5
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
5
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
 日
韓
大
会

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
倒
産

（
営
業
継
続
）

楽
天
が
野
球
に
新
規
参
入

耐
震
強
度
偽
装
問
題

慈
恵
病
院「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」設
置

衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、

政
権
交
代
へ

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
問
題
発
生

東
日
本
大
震
災

九
州
新
幹
線
開
業

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

熊
本
市
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
移
行

JR
九
州
、寝
台
列
車「
な
な
つ
星
」

運
行
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
制
定

北
陸
新
幹
線
開
業

熊
本
地
震

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

㈳
全
国
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部
に

名
称
変
更

（
一
社
）日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部

と
名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

■九州建設機械器具リース業協会50年間の歴史

創
立 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

Ｓ
4
1
年
5
月

Ｓ
4
2
年
5
月

Ｓ
4
3
年
5
月

Ｓ
4
4
年
5
月

Ｓ
4
5
年
5
月

Ｓ
4
6
年
5
月

Ｓ
4
7
年
5
月

Ｓ
4
8
年
5
月

Ｓ
4
9
年
5
月

Ｓ
5
0
年
5
月
2
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
1
年
6
月
2
5
日

八
仙
閣

Ｓ
5
2
年
6
月
2
8
日

八
仙
閣

Ｓ
5
3
年
6
月
1
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
4
年
6
月
1
2
日

八
仙
閣

Ｓ
5
5
年
4
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
5
6
年
5
月
2
2
日

迎
陽
亭

Ｓ
5
7
年
6
月
5
日

西
鉄
第
２
共
済
会
館

Ｓ
5
8
年
6
月
2
日

八
仙
閣

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

木
付
辰
生

木
付
辰
生

西
日
本
建
設
機
材
㈱

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4
社
に
て
創
立

不
明 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

会
員
3
4
社
、

賛
2
5
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
8
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
4
2
社
、

賛
2
8
社

正
6
5
社
、

準
2
社
、賛
3
0
社

三
億
円
事
件

ア
ポ
ロ
1
1
号
　
人
類
初
の
月
着
陸

大
阪
万
博
開
催

よ
ど
号
事
件

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、沖
縄
返
還

浅
間
山
荘
事
件

石
油
危
機

巨
人
Ｖ
９

長
嶋
引
退

ニ
ク
ソ
ン
辞
任

山
陽
新
幹
線
岡
山
博
多
間
開
通

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

成
田
空
港
開
港

1
億
円
拾
得
事
件

日
航
機
羽
田
沖
墜
落「
逆
噴
射
」

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

㈱
太
陽
興
業
内

宍
戸
　
忠
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

Ｓ
4
1
.5
　

九
州
建
設
機
械
貸
与
公
社
と
し
て
設
立

Ｓ
4
2
.5
　

九
州
建
設
機
械
賃
貸
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
3
.5
　

九
州
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
9
.1
0
.1
8
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
設
立（
本
部
）

Ｓ
4
9
.1
1
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
に
加
入

㈳
九
州
建
設
機
械
器
具
リ
ー
ス
業
協
会
に

名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

Ｓ
5
9
年
6
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
６
０
年
6
月
7
日

八
仙
閣

Ｓ
6
1
年
6
月
1
1
日

ホ
テ
ル
角
万

Ｓ
6
2
年
5
月
2
5
日

博
多
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

Ｓ
6
3
年
5
月
1
9
日

八
仙
閣

Ｈ
元
年
5
月
1
9
日

パ
ー
ム
ク
ォ
ー
タ
ー

Ｈ
2
年
5
月
2
2
日

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

Ｈ
３
年
6
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
４
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
５
年
6
月
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
６
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
７
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
8
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
９
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
０
年
5
月
1
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
１
年
6
月
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
2
年
5
月
1
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
3
年
5
月
2
9
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

平
山
悠
三
郎

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

稲
富
　
勲

稲
富
　
勲

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

伊
藤
公
明

㈹
永
島
賢
治

上
山
武
俊

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃

㈱
セ
ン
タ
ー
機
材

〃 〃 〃

㈱
西
建

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃

稲
尾
産
業
㈱

〃 〃 〃

西鉄
建機
㈱（
現 
㈱西
鉄テ
クノ
サー
ビス
）

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

太
田
機
工
㈱

正
6
3
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
6
2
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

準
2
社
、賛
2
7
社

正
1
0
6
社
、

準
2
社
、賛
2
5
社

正
1
1
5
社
、

準
2
社
、賛
2
6
社

正
1
3
1
社
、

準
4
社
、賛
3
3
社

正
1
1
0
社
、

準
4
社
、賛
3
5
社

正
1
1
6
社
、

準
4
社
、賛
3
6
社

正
1
1
5
社
、

準
3
社
、賛
3
6
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
9
社

正
1
2
3
社
、

賛
3
8
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
5
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
3
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
9
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
4
社
、

賛
3
3
社

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ロ
ス
疑
惑

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

昭
和
天
皇
崩
御
平
成
に
、

消
費
税
施
行（
3
%
）、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
、天
安
門
事
件

雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

ダ
イ
ア
ナ
事
故
死

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

Ｈ
1
4
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
5
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
6
年
6
月
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
7
年
5
月
2
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
８
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
9
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
0
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
１
年
5
月
2
1
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
2
年
5
月
2
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
３
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
4
年
5
月
2
4
日

八
仙
閣

Ｈ
2
5
年
5
月
2
3
日

八
仙
閣

Ｈ
2
6
年
5
月
2
2
日

八
仙
閣

Ｈ
2
7
年
5
月
2
0
日

八
仙
閣

Ｈ
2
8
年
5
月
1
8
日

八
仙
閣

Ｈ
2
9
年
6
月
6
日

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

上
山
武
俊

上
山
武
俊

永
島
賢
治

永
島
賢
治

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

太
田
機
工
㈱

〃

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

〃

㈱
ナ
カ
ノ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

正
1
1
0
社
、

賛
3
3
社

正
1
0
7
社
、

賛
2
8
社

正
1
0
2
社
、

賛
2
9
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
0
社

正
1
0
5
社
、

賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
2
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
3
社
、

賛
3
4
社

正
8
8
社
、

賛
3
4
社

正
8
5
社
、

賛
3
5
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
5
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
 日
韓
大
会

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
倒
産

（
営
業
継
続
）

楽
天
が
野
球
に
新
規
参
入

耐
震
強
度
偽
装
問
題

慈
恵
病
院「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」設
置

衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、

政
権
交
代
へ

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
問
題
発
生

東
日
本
大
震
災

九
州
新
幹
線
開
業

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

熊
本
市
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
移
行

JR
九
州
、寝
台
列
車「
な
な
つ
星
」

運
行
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
制
定

北
陸
新
幹
線
開
業

熊
本
地
震

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

㈳
全
国
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部
に

名
称
変
更

（
一
社
）日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部

と
名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

22



■九州建設機械器具リース業協会50年間の歴史

創
立 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

Ｓ
4
1
年
5
月

Ｓ
4
2
年
5
月

Ｓ
4
3
年
5
月

Ｓ
4
4
年
5
月

Ｓ
4
5
年
5
月

Ｓ
4
6
年
5
月

Ｓ
4
7
年
5
月

Ｓ
4
8
年
5
月

Ｓ
4
9
年
5
月

Ｓ
5
0
年
5
月
2
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
1
年
6
月
2
5
日

八
仙
閣

Ｓ
5
2
年
6
月
2
8
日

八
仙
閣

Ｓ
5
3
年
6
月
1
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
4
年
6
月
1
2
日

八
仙
閣

Ｓ
5
5
年
4
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
5
6
年
5
月
2
2
日

迎
陽
亭

Ｓ
5
7
年
6
月
5
日

西
鉄
第
２
共
済
会
館

Ｓ
5
8
年
6
月
2
日

八
仙
閣

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

木
付
辰
生

木
付
辰
生

西
日
本
建
設
機
材
㈱

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4
社
に
て
創
立

不
明 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

会
員
3
4
社
、

賛
2
5
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
8
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
4
2
社
、

賛
2
8
社

正
6
5
社
、

準
2
社
、賛
3
0
社

三
億
円
事
件

ア
ポ
ロ
1
1
号
　
人
類
初
の
月
着
陸

大
阪
万
博
開
催

よ
ど
号
事
件

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、沖
縄
返
還

浅
間
山
荘
事
件

石
油
危
機

巨
人
Ｖ
９

長
嶋
引
退

ニ
ク
ソ
ン
辞
任

山
陽
新
幹
線
岡
山
博
多
間
開
通

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

成
田
空
港
開
港

1
億
円
拾
得
事
件

日
航
機
羽
田
沖
墜
落「
逆
噴
射
」

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

㈱
太
陽
興
業
内

宍
戸
　
忠
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

Ｓ
4
1
.5
　

九
州
建
設
機
械
貸
与
公
社
と
し
て
設
立

Ｓ
4
2
.5
　

九
州
建
設
機
械
賃
貸
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
3
.5
　

九
州
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
9
.1
0
.1
8
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
設
立（
本
部
）

Ｓ
4
9
.1
1
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
に
加
入

㈳
九
州
建
設
機
械
器
具
リ
ー
ス
業
協
会
に

名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

Ｓ
5
9
年
6
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
６
０
年
6
月
7
日

八
仙
閣

Ｓ
6
1
年
6
月
1
1
日

ホ
テ
ル
角
万

Ｓ
6
2
年
5
月
2
5
日

博
多
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

Ｓ
6
3
年
5
月
1
9
日

八
仙
閣

Ｈ
元
年
5
月
1
9
日

パ
ー
ム
ク
ォ
ー
タ
ー

Ｈ
2
年
5
月
2
2
日

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

Ｈ
３
年
6
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
４
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
５
年
6
月
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
６
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
７
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
8
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
９
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
０
年
5
月
1
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
１
年
6
月
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
2
年
5
月
1
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
3
年
5
月
2
9
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

平
山
悠
三
郎

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

稲
富
　
勲

稲
富
　
勲

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

伊
藤
公
明

㈹
永
島
賢
治

上
山
武
俊

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃

㈱
セ
ン
タ
ー
機
材

〃 〃 〃

㈱
西
建

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃

稲
尾
産
業
㈱

〃 〃 〃

西鉄
建機
㈱（
現 
㈱西
鉄テ
クノ
サー
ビス
）

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

太
田
機
工
㈱

正
6
3
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
6
2
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

準
2
社
、賛
2
7
社

正
1
0
6
社
、

準
2
社
、賛
2
5
社

正
1
1
5
社
、

準
2
社
、賛
2
6
社

正
1
3
1
社
、

準
4
社
、賛
3
3
社

正
1
1
0
社
、

準
4
社
、賛
3
5
社

正
1
1
6
社
、

準
4
社
、賛
3
6
社

正
1
1
5
社
、

準
3
社
、賛
3
6
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
9
社

正
1
2
3
社
、

賛
3
8
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
5
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
3
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
9
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
4
社
、

賛
3
3
社

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ロ
ス
疑
惑

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

昭
和
天
皇
崩
御
平
成
に
、

消
費
税
施
行（
3
%
）、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
、天
安
門
事
件

雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

ダ
イ
ア
ナ
事
故
死

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

Ｈ
1
4
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
5
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
6
年
6
月
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
7
年
5
月
2
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
８
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
9
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
0
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
１
年
5
月
2
1
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
2
年
5
月
2
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
３
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
4
年
5
月
2
4
日

八
仙
閣

Ｈ
2
5
年
5
月
2
3
日

八
仙
閣

Ｈ
2
6
年
5
月
2
2
日

八
仙
閣

Ｈ
2
7
年
5
月
2
0
日

八
仙
閣

Ｈ
2
8
年
5
月
1
8
日

八
仙
閣

Ｈ
2
9
年
6
月
6
日

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

上
山
武
俊

上
山
武
俊

永
島
賢
治

永
島
賢
治

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

太
田
機
工
㈱

〃

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

〃

㈱
ナ
カ
ノ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

正
1
1
0
社
、

賛
3
3
社

正
1
0
7
社
、

賛
2
8
社

正
1
0
2
社
、

賛
2
9
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
0
社

正
1
0
5
社
、

賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
2
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
3
社
、

賛
3
4
社

正
8
8
社
、

賛
3
4
社

正
8
5
社
、

賛
3
5
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
5
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
 日
韓
大
会

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
倒
産

（
営
業
継
続
）

楽
天
が
野
球
に
新
規
参
入

耐
震
強
度
偽
装
問
題

慈
恵
病
院「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」設
置

衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、

政
権
交
代
へ

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
問
題
発
生

東
日
本
大
震
災

九
州
新
幹
線
開
業

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

熊
本
市
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
移
行

JR
九
州
、寝
台
列
車「
な
な
つ
星
」

運
行
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
制
定

北
陸
新
幹
線
開
業

熊
本
地
震

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

㈳
全
国
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部
に

名
称
変
更

（
一
社
）日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部

と
名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

23



■九州建設機械器具リース業協会50年間の歴史

創
立 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

Ｓ
4
1
年
5
月

Ｓ
4
2
年
5
月

Ｓ
4
3
年
5
月

Ｓ
4
4
年
5
月

Ｓ
4
5
年
5
月

Ｓ
4
6
年
5
月

Ｓ
4
7
年
5
月

Ｓ
4
8
年
5
月

Ｓ
4
9
年
5
月

Ｓ
5
0
年
5
月
2
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
1
年
6
月
2
5
日

八
仙
閣

Ｓ
5
2
年
6
月
2
8
日

八
仙
閣

Ｓ
5
3
年
6
月
1
6
日

八
仙
閣

Ｓ
5
4
年
6
月
1
2
日

八
仙
閣

Ｓ
5
5
年
4
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
5
6
年
5
月
2
2
日

迎
陽
亭

Ｓ
5
7
年
6
月
5
日

西
鉄
第
２
共
済
会
館

Ｓ
5
8
年
6
月
2
日

八
仙
閣

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

山
下
　
隆

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

林
田
陽
一
郎

木
付
辰
生

木
付
辰
生

西
日
本
建
設
機
材
㈱

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4
社
に
て
創
立

不
明 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

会
員
3
4
社
、

賛
2
5
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
6
社

正
3
2
社
、

賛
2
8
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
3
4
社
、

賛
2
9
社

正
4
2
社
、

賛
2
8
社

正
6
5
社
、

準
2
社
、賛
3
0
社

三
億
円
事
件

ア
ポ
ロ
1
1
号
　
人
類
初
の
月
着
陸

大
阪
万
博
開
催

よ
ど
号
事
件

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、沖
縄
返
還

浅
間
山
荘
事
件

石
油
危
機

巨
人
Ｖ
９

長
嶋
引
退

ニ
ク
ソ
ン
辞
任

山
陽
新
幹
線
岡
山
博
多
間
開
通

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

成
田
空
港
開
港

1
億
円
拾
得
事
件

日
航
機
羽
田
沖
墜
落「
逆
噴
射
」

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

西
日
本
建
設
機
材
㈱
福
岡
事
務
所
内

小
金
丸
祐
尚
(兼
)

㈱
太
陽
興
業
内

宍
戸
　
忠
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

Ｓ
4
1
.5
　

九
州
建
設
機
械
貸
与
公
社
と
し
て
設
立

Ｓ
4
2
.5
　

九
州
建
設
機
械
賃
貸
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
3
.5
　

九
州
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
協
会
と
名
称
変
更

Ｓ
4
9
.1
0
.1
8
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
設
立（
本
部
）

Ｓ
4
9
.1
1
　

㈳
全
国
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
連
合
会
に
加
入

㈳
九
州
建
設
機
械
器
具
リ
ー
ス
業
協
会
に

名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

Ｓ
5
9
年
6
月
4
日

八
仙
閣

Ｓ
６
０
年
6
月
7
日

八
仙
閣

Ｓ
6
1
年
6
月
1
1
日

ホ
テ
ル
角
万

Ｓ
6
2
年
5
月
2
5
日

博
多
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

Ｓ
6
3
年
5
月
1
9
日

八
仙
閣

Ｈ
元
年
5
月
1
9
日

パ
ー
ム
ク
ォ
ー
タ
ー

Ｈ
2
年
5
月
2
2
日

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

Ｈ
３
年
6
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
４
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
５
年
6
月
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
６
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
７
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
8
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
９
年
5
月
1
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
０
年
5
月
1
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
１
年
6
月
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
2
年
5
月
1
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
3
年
5
月
2
9
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

深
尾
弘
美

平
山
悠
三
郎

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

多
田
利
夫

稲
富
　
勲

稲
富
　
勲

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

稲
尾
長
亮

伊
藤
公
明

㈹
永
島
賢
治

上
山
武
俊

西
日
本
鉄
道
㈱

（
現
 西
鉄
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

〃 〃 〃 〃 〃

㈱
セ
ン
タ
ー
機
材

〃 〃 〃

㈱
西
建

（
現
 ㈱
ニ
シ
ケ
ン
）

〃

稲
尾
産
業
㈱

〃 〃 〃

西鉄
建機
㈱（
現 
㈱西
鉄テ
クノ
サー
ビス
）

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

太
田
機
工
㈱

正
6
3
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
6
2
社
、

準
2
社
、賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

準
2
社
、賛
2
7
社

正
1
0
6
社
、

準
2
社
、賛
2
5
社

正
1
1
5
社
、

準
2
社
、賛
2
6
社

正
1
3
1
社
、

準
4
社
、賛
3
3
社

正
1
1
0
社
、

準
4
社
、賛
3
5
社

正
1
1
6
社
、

準
4
社
、賛
3
6
社

正
1
1
5
社
、

準
3
社
、賛
3
6
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
9
社

正
1
2
3
社
、

賛
3
8
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
5
社
、

賛
3
7
社

正
1
3
3
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
7
社
、

賛
3
7
社

正
1
2
1
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
9
社
、

賛
3
4
社

正
1
1
4
社
、

賛
3
3
社

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ロ
ス
疑
惑

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

昭
和
天
皇
崩
御
平
成
に
、

消
費
税
施
行（
3
%
）、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
、天
安
門
事
件

雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流

阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

ダ
イ
ア
ナ
事
故
死

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

川
口
和
男
(兼
)

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

松
永
　
満

西
日
本
鉄
道
㈱
建
機
営
業
部
内

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
一
ビ
ル
４
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

Ｈ
1
4
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
5
年
5
月
2
7
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
6
年
6
月
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
7
年
5
月
2
4
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
１
８
年
5
月
2
3
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
1
9
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
0
年
5
月
2
2
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
１
年
5
月
2
1
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
2
年
5
月
2
0
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
２
３
年
5
月
1
8
日

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

Ｈ
2
4
年
5
月
2
4
日

八
仙
閣

Ｈ
2
5
年
5
月
2
3
日

八
仙
閣

Ｈ
2
6
年
5
月
2
2
日

八
仙
閣

Ｈ
2
7
年
5
月
2
0
日

八
仙
閣

Ｈ
2
8
年
5
月
1
8
日

八
仙
閣

Ｈ
2
9
年
6
月
6
日

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

上
山
武
俊

上
山
武
俊

永
島
賢
治

永
島
賢
治

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

中
野
　
登

太
田
機
工
㈱

〃

熊
本
中
央
リ
ー
ス
㈱

〃

㈱
ナ
カ
ノ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

正
1
1
0
社
、

賛
3
3
社

正
1
0
7
社
、

賛
2
8
社

正
1
0
2
社
、

賛
2
9
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
0
社

正
1
0
5
社
、

賛
3
1
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
2
社

正
1
0
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
3
社
、

賛
3
4
社

正
8
8
社
、

賛
3
4
社

正
8
5
社
、

賛
3
5
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
6
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
4
社

正
8
9
社
、

賛
3
5
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

正
9
1
社
、

賛
3
4
社

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
 日
韓
大
会

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
倒
産

（
営
業
継
続
）

楽
天
が
野
球
に
新
規
参
入

耐
震
強
度
偽
装
問
題

慈
恵
病
院「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」設
置

衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、

政
権
交
代
へ

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
問
題
発
生

東
日
本
大
震
災

九
州
新
幹
線
開
業

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

熊
本
市
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
移
行

JR
九
州
、寝
台
列
車「
な
な
つ
星
」

運
行
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
制
定

北
陸
新
幹
線
開
業

熊
本
地
震

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

北
野
富
也

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

東
福
第
二
ビ
ル
６
階

伊
藤
公
明

㈳
全
国
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部
に

名
称
変
更

（
一
社
）日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
九
州
支
部

と
名
称
変
更

項
目

回

総
会
年
月
日

総
会
会
場

事
務
局
所
在
地

事
務
局
長

会
　
　
長

会
員
数

摘
　
　
　
要

世
の
中
の
出
来
事

協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施
②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用
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　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
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なった。
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り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
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　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定
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　ホテル日航熊本にて実施予定

協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）
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催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施
②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施

②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定

協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

１.平成28年度 第１回三役会開催（総務合同）

　平成28年４月18日（月）13：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①平成27年度　決算確定
②監査報告書の三役承認
③就業規則改定
④事務局長の給与改定
⑤新規入会　㈲生駒建機
⑥災害時における資機材提供の協定（九州電力）

２.平成28年度 第２回三役会開催（総務合同）

　平成28年５月18日（水）12：00～ 八仙閣にて開催。
以下の事項が検討された。
①熊本地震災害支援について
②事務局職員採用について

３.平成28年度 第一回役員会

　平成28年度５月18日（水）13：25～ 八仙閣にて開
催され、午後からの総会に控え以下の事項について
報告、審議が行われた。

★報告事項
①総会議案関係
②国交省緊急連絡先確認
★審議事項
①総会運営事項
②新規入会承認　㈲生駒建機
③協会本部理事1名追加並びに参与承認
④事務職員の採用
⑤就業規則の改定
★その他
①熊本地震災害支援について

４.平成28年度 第３回三役会開催（総務合同）

　平成28年６月６日 16：00～ 協会事務所にて開催
され、以下の事項が検討された。
①事務職員採用
②熊本地震災害への義援金
③九州電力との災害支援協定について
④協会本部　通常総会概要報告

５.平成28年度 可搬形発電機整備技術者講習会開催

　６月８日（水）～10日（金）の３日間、福岡市中央区
福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験及
び更新講習会が行われた。㈱デンヨーの石川講師な
ど４氏による新規講習会は二日間に亘って行われ、
二日目の講習後に試験が行われた。試験結果は８月
２日に発表され、受講者55人中49名が合格した。ま
た更新講習は57名が受講し新資格証が発行された。

６.平成27年度 広報委員会開催

　平成28年６月17日（金）15：30～ 会報「レンタル
九州」44号編集に関する委員会を全広報委員出席の
もと協会事務所会議室にて実施された。表紙、メイ

ン記事などの担当を決定。それに従って記事の原稿
の依頼を行った。

７.熊本地震義援金を寄託

　平成28年６月23日に日本レンタル協会九州支部
（中野会長）から熊本地震の義援金100万円を熊本県
へ寄託した。
　中野支部長、萩原熊本部会長、福永賛助会副会長
が熊本県庁を訪れ、九州支部の会員及び賛助会員か
ら集まった義援金を「お役にたてていただきたい」
と熊本県福祉部の渡辺審議監へ託した。

 

８.平成28年度 第２回役員会

　平成28年７月21日（水）14：00～ 大分市大分オア
シスタワーホテルにて第２回役員会が開催された。
議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項
①協会本部　総会・常任理事会報告
②会員動向　会員　91社　賛助会員34社
③盗難状況　１件
④可発講習会実績
　新規講習 55名　更新 57名
⑤広報委員会　会報44号編集内容決定　来年２月上
　旬発行
⑥総会収支報告
⑦熊本地震義援金　熊本県庁福祉部へ100万円寄贈
⑧セアカゴケグモ注意喚起

★審議事項
①補充役員の選任　西川副会長が退任し、永島総務
　委員長が副会長に、総務委員長に加治理事が就任
②九州電力との覚書締結承認　
③角口会長祝賀会会費協会負担承認
④九建日報への広告料負担承認
⑤大手広域懇談会日程
⑥管理者講習会実施日程

⑦50周年記念行事
　また、西川副会長（㈱ワイズヨシハラ）の退任に
際し記念品贈呈を行った。

９.平成28年度 第４回三役会開催（総務合同）

　平成28年８月31日（水）11：30～13：20 八仙閣
にて開催した。以下の内容について審議した。
①大手広域懇談会について
②管理者教育講習会について
③50周年事業について
④本部レンタル業調査表について
　50周年事業については、委員会を立ち上げて検討
し、その結果を役員会にて承認して進めることに
なった。

10.九州電力との災害発生時における資機材などの

手配に関する覚書締結

　平成28年８月31日、日本建設機械レンタル協会九
州支部（中野支部長）は九州電力㈱本社（福岡市中
央区）において「災害発生時における資機材などの
手配に関する覚書」締結の調印式を執り行った。

　レンタル協会九州支部からは中野支部長はじめ５
名、九州電力㈱からは小塩正己資材部長ら４名が列
席した。小塩部長から「電気を安定して届けるとい
う当社の社会的使命のために今回の協定はたいへん
心強く思う」という話があり、中野支部長からは
「大規模災害が起こった時、協会に声をかけてもら
えば会員のネットワークを使い100％調達する自信
がある」と挨拶した。

11.平成28年度 第３回九州役員会

　10月28日（金）13：00～15：00 ハイアット・
リージェンシー福岡において第３回役員会を開催し
た。議題としては以下の事項が報告、審議された。
【報告事項】
本部
①本部常任理事会（9/7）報告　レンタル業調査／暴
力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・
誓約書、自衛隊調査／流通アンケート実施
②本部流通委員会（9/7）報告
③可搬形発電機整備技術者資格合格者一覧
　55名中49名合格
九州
①九州電力との覚書締結
②大手広域懇談会の開催について
③熊本県　義援金に対する知事お礼状
④九建日報広告掲載（暑中見舞い広告）
⑤盗難報告　２件
⑥平成28年度上期　収支報告
⑦自衛隊表敬訪問の件　10月17日　中野支部長、永
　島副支部長が健軍駐屯地へ訪問
⑧会員動向報告　変更無し　会員91社、賛助会員34
　社

【審議事項】
①管理者教育講習会について　11月18日　熊本で実
　施、各県部会長より出席促進を依頼 
②次回九州役員会日程　12月20日（火）熊本開催
③平成29年度賀詞交歓会日程　1月20日（金）八仙閣
　で実施
④50周年記念事業について　三役に萩原理事、天本
　顧問を加えて詳細検討
⑤平成29年度５月総会日程　６月６日（火）に実施
⑥兵庫支部の熊本地震義援金の件
【その他】
①各部会報告事項
②大分建設新聞記事　鳥インフルエンザ研修会
③長崎県部会　長崎畜産課との協定締結新聞記事
④各県部会の協定更新の際の留意事項　
⑤事務局の物品購入稟議書　２万円以上で使用

12.大手広域会社との懇談会開催

　10月28日（金）16：30～20：00 ハイアット・リー
ジェンシー福岡にて開催。今年は九州支部役員全員
と賛助会の希望者も参加頂き総勢35名での懇談会と
なった。

　中野支部長の挨拶に続いて、「i-constructionの取
り組みについて」というタイトルで九州地方整備局
企画部施工企画課 渡邉課長様から約１時間講演を
いただき質疑応答を行った。
　終了後、別室にて懇親会を実施し、情報交換や懇
親を深めた。

13.管理者教育講習会開催

　11月18日（金）14：00～17：00 シアーズホーム夢
ホール（熊本市民会館）会議室にて管理者教育講習
会を開催した。経営者から営業まで幅広く46名に受
講いただいた。

　講師には寅 太郎氏（建機レンタル協会常任理事、
㈱レンタルのニッケン常務執行役員）に来て頂き、
レンタル業の概要についての基本から、単価以外で
お客様を獲得するという営業についての話やコンプ
ライアンス遵守など旬な話題をお話いただいた。講
習会終了後、希望者は熊本炉端　安坐にて懇親会に
参加頂き、会員同士の交流を行った。

14.平成28年度 第５回三役会（総務合同）及び

50周年事業委員会

　平成28年12月15日 12：00～15：00 八仙閣にて
開催する。議題は以下の通り。
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
②新春賀詞交歓会式次第について
③㈱九建日報の年賀広告出稿について
④50周年事業について
⑤協会の主なスケジュール
⑥レンタル九州No.44の掲載について

15.平成28年度 第４回役員会開催

　平成28年12月20日（火）14：00～17：00 ＡＮＡ
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイにて第４回
役員会を開催した。議題としては以下の事項が報告、
審議された。
【報告事項】
本部
①常任理事会報告（11/24）　コマツIoTセンター
　東京見学及びERAレセプション
②広報委員会報告（12/2）　WEB会議にて実施。
③可搬形発電機整備技術者講習会スケジュール
　（2017年度）2017年６月14～16日実施
九州支部

協 会 か ら の お 知 ら せ
①大手広域懇談会報告　
　収入 330千円　支出 470千円　損益 ▲140千円
②管理者講習会報告　
　収入 267千円　支出 350千円　損益 ▲83千円
③会報広告収入　630千円
④50周年事業中間報告　委員会で詰めて再度役員会
　に報告
⑤会費未納会社（12/10現在）２社
⑥レンタル業の産業分類
⑦盗難報告　３件
⑧会員動向　正会員 91社、賛助会員 35社
【審議事項】
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について　
　次回理事会にて事後承認
②賀詞交歓会進行次第承認
③九建日報年賀広告出稿承認
④次回役員会日程　3/21　鹿児島にて実施
【その他】
①日経新聞記事　─建機レンタル料下落─
②各県部会報告事項など
③主なスケジュール

　
16.平成28年度 第６回三役会（総務合同）及び
50周年事業委員会

　平成29年１月20日（金）12時～15時 八仙閣にて実
施した。審議事項は以下の通り
①今年度見込み及び来年度本部予算提出について
　（12月実績ベース）
②平成29年度事業計画について
③50周年事業について
　50周年事業は平成29年６月６日にホテル日航熊本
にて、記念式典、祝賀会を実施予定。内容は次回役

員会にて各役員に最終確認。

17.新春賀詞交歓会

　平成29年１月20日（金）18時～ 八仙閣にて九州支
部の賀詞交歓会が行われた。低気圧の接近で強風の
吹くあいにくの天気だったが、会員、賛助会員108
名の方の参加をいただいた。中野支部長の挨拶、賛
助会廣田会長の乾杯で始まり、峰平副支部長の中締
めで盛会のうちに終了した。

　今後の予定として

18.平成28年度 第５回役員会

　平成29年３月21日（火）
　レクストンホテル鹿児島にて実施予定

19.日本建設機械レンタル協会九州支部
第４回定期総会

　平成29年６月６日（火）
　ホテル日航熊本にて実施予定
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熊本地震
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　平成28年４月14日 午後９時26分、マグニチュード6.5 益城町で最大震度７
を観測し、28時間後の４月16日 午前１時25分頃、マグニチュード7.3 西原村
と益城町で震度７の地震が発生しました。後に14日の地震が前震、16日が本震
と知らされました。16日以降も熊本地方から阿蘇・大分県地域においても地震
が相次ぎ余震とみられる強い地震が続きました。
　建物の倒壊などにより、死亡者・負傷者が多数確認され、夜明けとともにテ
レビでの救出活動やヘリからの被災地の映像が流れるのを息をのんで見ていま
した。空港・高速道路や新幹線も、完全にマヒをし、一般道路は大渋滞となり
ました。

自宅が全半壊し、
避難所や車中泊を余儀なくされ、
停電や断水も続きました。

山や阿蘇大橋の崩落、
国道57号線は分断され、
一般道の通行止めも相次ぎました。

家屋の倒壊、商店街・熊本城・阿蘇神社など
多くの文化財も多大なる被害を受けました。

全国の皆さま方から、多くの支援物資やボランティアの方々の協力、
色々な人々から暖かい気持ちをいただき、心から感謝申し上げます。

熊本地震の発生から8ヶ月、被災地では解体作業が進み、街並みの
風景が変わっていく一方、倒壊したままの住宅や寸断された道路、
仮設住宅での生活と復興への道のりは始まったばかりですが、
この苦難を乗り越えようとしています。

　最後に平成28年熊本地震により多くの方々が被害に遭われております。
犠牲となられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災され
たすべての皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
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　室町時代（1340年）の創建で、臨済宗京都妙心
寺の末寺であり、江戸時代には16の支院と100名以
上の僧侶が学問に励んでいました。明治２年の廃
仏毀釈により、一時は廃寺となりましたが、明治
12年に旧大慈寺宝地庵跡に再興され、現在に至っ
ています。【仁王像 一鐘メ】鹿児島県指定文化財 
大慈寺の門前左側に立つ阿相の金剛力士像は、仏
法や伽藍を守る守護神です。廃仏毀釈により、一
時は土中に埋まっていましたが、明治12年に復元
されました。江戸時代（1682年）の作で、石工は
藤田次郎右衛門です。

　宝満寺（ほうまんじ）は、鹿児島県志布志市志布志町
にあった律宗寺院。正式名は「律宗秘山密教院宝満寺」
といいました。鹿児島県指定史跡。聖武天皇の勅願によ
り建てられたとされますが、詳細は明らかではありませ
ん。存在がはっきりするのは正和５年（1316年）に忍性
の弟子である信仙英基により再建されたあたりからで
す。この時に奈良西大寺から持ち込まれた運慶作の如意
輪観音像を本尊としたといいます。この本尊が安産に霊
験あらたかとされ、一時は坊津の一乗院、慈眼寺と並ん
で「薩摩三名刹」と言われる大寺となりました。しかし
明治２年の廃仏毀釈により廃寺となりました。その後、
明治19年（1886年）、大慈寺の説教所が跡地に建てられ
ましたが、この説教所も昭和7年（1932年）に廃止され
ました。地元の宝満寺の信者により昭和11年（1936年）
に再建されたのが現在残る宝満寺観音堂です。上記に述
べた戦前再建の観音堂の他、かつて庭園だった池と仁王
像、歴代住職の墓が廃寺以前から残る物です。また近年
室町時代様式の池泉式庭園が復元されました。
　現在では、安産祈願の名所であり、戌の日には安産祈
願の人でにぎわいます。

　大正６年に建てられた志布志市に残る唯一の洋館で、総
２階の建造物で、隣には蔵があります。１階部分は診療に
当てられ、２階には和室が並んでいます。特に２階和室
は、枇榔の木を使用しているなど、細部にわたって丁寧な
仕上がりとなっています。かつては町を代表する医院であ
り、シンボリックな建物でした。鹿児島県内においては、
山形屋に次いで二番目に古い洋館となっております。

鹿児島県志布志市　 志布志町志布志へようこそ!!志（ここざし）の
多い町

志布志の観光と物産の紹介
http://sibusi-k-t.jp/shopping.html

■志布志はグルメも多い!!

おすすめ
スポット

○鹿児島県初代ラーメン王　王者のマルチョンラーメン
【メニュー】ラーメン、めし
http://loco.yahoo.co.jp/place/g-BVhngM-9R62/

○みゆき食堂の　カツ丼
【メニュー】カツ丼、チキン南蛮、
　　　　　 ハンバーグ、ちゃんぽん
https://tabelog.com/kagoshima/A4604/A460402/46001086/

○初代 S-1グランプリ　丼や和華の
　背白ちりめん三昧丼
【メニュー】三昧丼シリーズ、ちりめん、黒豚
http://sibusi-k-t.jp/okaimono/okaimono-2691/

○プチレストラン吉亭の　チキン南蛮
県外、県内からのリピーターが多いレストランです。
イチオシはもちろんチキン南蛮！
【メニュー】チキン南蛮、ハンバーグ、ステーキ
https://tabelog.com/kagoshima/A4604/A460402/46001057/

○萬來（ばんらい）の黒豚三昧丼
全国ご当地どんぶり選手権にて凖グランプリ受賞

■ふるさと祭りイン東京ドーム
http://furusatofes-dome.net/local/poak.html

■美味いものいっぱの萬來HP
http://item.rakuten.co.jp/banrai2/c/0000000140/
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新規会員紹介　株式会社生産技術パートナーズ

佐賀県支部

株式会社生産技術パートナーズ概要
■代表取締役／阿部　進 

■本社所在地／〒100-0014 東京都千代田区永田町2-14-2
　　　　　　　　　　　　　 山王グランドビル

■TEL03-6206-6441　■FAX03-6206-1176

■設　立／2014年12月

■資本金／50百万円

■売上高／1,650百万円（2016年度）

■拠　点／7営業所

　　　　　（八戸、いわき、横浜、富山、小牧、水島、鳥栖）

■社員数／86名（2017年1月現在）

■URL　http://www.sg-partners.co.jp/

当社は、溶材関連機器を中心とする
産業メンテナンス向け機械の
卸レンタルに特化した会社として、
2015年4月に営業を開始しました。
専門性を発揮し、1台から
大量需要までお応えできる品揃え、
安心・安全をモットーに、
お客様から便利で信頼される商品と
サービスを社員一丸となって
提供して参ります。
皆様のご支援・ご愛顧を
賜りますようお願い申し上げます。

八戸営業所

いわき営業所
富山営業所

水島営業所

横浜営業所

本社

小牧営業所

鳥栖営業所

■九州エリア 鳥栖営業所
所在地　〒841-0024 佐賀県鳥栖市原町1246-1
　　　　TEL：0941-87-3300　FAX：0941-87-3350

当社の5番目の営業所として、2015年
10月に佐賀県鳥栖市に営業を開始しまし
た。ここを拠点に九州全域をカバーして
います。
私どもは溶接関連機器をはじめ、プラズ
マ切断機や揚重機、各種工具、クーラー
など、生産現場や建築現場などで必要な

機械を保有しています。
そして、営業所員全員でお客様の「困っ
た」を解決すべく、全力を尽くしてまい
ります。
是非一度お気軽にお立ち寄りください。
皆様の来店をお待ちしております。

安全対策への取り組み

ジャッキテスター 荷揚機負荷試験器
シャーレンチ締付試験

各所100Tまで対応 各所5T10T対応、横浜では
30Tまで試験データーの
取得が出来ます。

各所設置

商品の精度と確かな信頼性が求められるチェーンブロック、レバーブロック、
ジャッキ等の揚重・移動据付関連商品およびトルクレンチ、インパクトレン
チ等の締付け工具関連商品は専用の検査機器により独自の検査体制を整えて
おります。

自動耐電圧絶縁抵抗試験機

35



仮00 仮00

新規会員紹介 株式会社
生産技術パートナーズ
鳥栖営業所

株式会社
生産技術パートナーズ
鳥栖営業所

新規会員紹介　株式会社生産技術パートナーズ

佐賀県支部

株式会社生産技術パートナーズ概要
■代表取締役／阿部　進 

■本社所在地／〒100-0014 東京都千代田区永田町2-14-2
　　　　　　　　　　　　　 山王グランドビル

■TEL03-6206-6441　■FAX03-6206-1176

■設　立／2014年12月

■資本金／50百万円

■売上高／1,650百万円（2016年度）

■拠　点／7営業所

　　　　　（八戸、いわき、横浜、富山、小牧、水島、鳥栖）

■社員数／86名（2017年1月現在）

■URL　http://www.sg-partners.co.jp/

当社は、溶材関連機器を中心とする
産業メンテナンス向け機械の
卸レンタルに特化した会社として、
2015年4月に営業を開始しました。
専門性を発揮し、1台から
大量需要までお応えできる品揃え、
安心・安全をモットーに、
お客様から便利で信頼される商品と
サービスを社員一丸となって
提供して参ります。
皆様のご支援・ご愛顧を
賜りますようお願い申し上げます。

八戸営業所

いわき営業所
富山営業所

水島営業所

横浜営業所

本社

小牧営業所

鳥栖営業所

■九州エリア 鳥栖営業所
所在地　〒841-0024 佐賀県鳥栖市原町1246-1
　　　　TEL：0941-87-3300　FAX：0941-87-3350

当社の5番目の営業所として、2015年
10月に佐賀県鳥栖市に営業を開始しまし
た。ここを拠点に九州全域をカバーして
います。
私どもは溶接関連機器をはじめ、プラズ
マ切断機や揚重機、各種工具、クーラー
など、生産現場や建築現場などで必要な

機械を保有しています。
そして、営業所員全員でお客様の「困っ
た」を解決すべく、全力を尽くしてまい
ります。
是非一度お気軽にお立ち寄りください。
皆様の来店をお待ちしております。

安全対策への取り組み

ジャッキテスター 荷揚機負荷試験器
シャーレンチ締付試験

各所100Tまで対応 各所5T10T対応、横浜では
30Tまで試験データーの
取得が出来ます。

各所設置

商品の精度と確かな信頼性が求められるチェーンブロック、レバーブロック、
ジャッキ等の揚重・移動据付関連商品およびトルクレンチ、インパクトレン
チ等の締付け工具関連商品は専用の検査機器により独自の検査体制を整えて
おります。

自動耐電圧絶縁抵抗試験機

仮00 仮00

新規会員紹介 株式会社
生産技術パートナーズ
鳥栖営業所

株式会社
生産技術パートナーズ
鳥栖営業所

新規会員紹介　株式会社生産技術パートナーズ

佐賀県支部

株式会社生産技術パートナーズ概要
■代表取締役／阿部　進 

■本社所在地／〒100-0014 東京都千代田区永田町2-14-2
　　　　　　　　　　　　　 山王グランドビル

■TEL03-6206-6441　■FAX03-6206-1176

■設　立／2014年12月

■資本金／50百万円

■売上高／1,650百万円（2016年度）

■拠　点／7営業所

　　　　　（八戸、いわき、横浜、富山、小牧、水島、鳥栖）

■社員数／86名（2017年1月現在）

■URL　http://www.sg-partners.co.jp/

当社は、溶材関連機器を中心とする
産業メンテナンス向け機械の
卸レンタルに特化した会社として、
2015年4月に営業を開始しました。
専門性を発揮し、1台から
大量需要までお応えできる品揃え、
安心・安全をモットーに、
お客様から便利で信頼される商品と
サービスを社員一丸となって
提供して参ります。
皆様のご支援・ご愛顧を
賜りますようお願い申し上げます。

八戸営業所

いわき営業所
富山営業所

水島営業所

横浜営業所

本社

小牧営業所

鳥栖営業所

■九州エリア 鳥栖営業所
所在地　〒841-0024 佐賀県鳥栖市原町1246-1
　　　　TEL：0941-87-3300　FAX：0941-87-3350

当社の5番目の営業所として、2015年
10月に佐賀県鳥栖市に営業を開始しまし
た。ここを拠点に九州全域をカバーして
います。
私どもは溶接関連機器をはじめ、プラズ
マ切断機や揚重機、各種工具、クーラー
など、生産現場や建築現場などで必要な

機械を保有しています。
そして、営業所員全員でお客様の「困っ
た」を解決すべく、全力を尽くしてまい
ります。
是非一度お気軽にお立ち寄りください。
皆様の来店をお待ちしております。

安全対策への取り組み

ジャッキテスター 荷揚機負荷試験器
シャーレンチ締付試験

各所100Tまで対応 各所5T10T対応、横浜では
30Tまで試験データーの
取得が出来ます。

各所設置

商品の精度と確かな信頼性が求められるチェーンブロック、レバーブロック、
ジャッキ等の揚重・移動据付関連商品およびトルクレンチ、インパクトレン
チ等の締付け工具関連商品は専用の検査機器により独自の検査体制を整えて
おります。

自動耐電圧絶縁抵抗試験機
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願

可搬形発電機定期点検済証票交付申請書
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願

可搬形発電機定期点検済証票交付申請書

可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です
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可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願
可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届

本部書式一覧 本部書式一覧 本部書式一覧本部書式一覧 本部書式一覧

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者　
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ　
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約

　〈いたします・いたしません〉。
　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　 用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約〈いたします・
　いたしません〉。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

　① 下請け又は再委託先業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除
　 のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約〈いたします・いたしません〉。

７．当社は下請け又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約〈いたします・いたしませ
ん〉。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　

（注）１～７までの各項目末尾の〈いたします・いたしません〉は、必ず代表取締役または契約に関する一切
　　の権限のある代理人本人がどちらかを〇で囲んだ上、署名下さい。

暴力団等反社会的勢力でないこと等に関する表明・確約書
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　

１．当社は、現在又は将来にわたって、当社、その役員、実質的に経営権を有する者及び使用人が、次の各号
の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。

　　① 暴力団　　② 暴力団員　　③ 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
　　④ 暴力団準構成員　　⑤ 暴力団関係企業　　⑥ 総会屋等、社会運動・政治活動等標ぼうゴロ
　　⑦ その他前各号に準ずる者
２．当社は、現在又は将来にわたって、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以
下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。

　　① 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
　　② 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
　　③ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等を利
　　用している関係

　　④ 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
　　⑤ その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係
３．当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
　　① 暴力的な要求行為　　② 法的責任を超えた不当な要求行為
　　③ 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
　　④ 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
　　⑤ その他前各号に準ずる行為
４．当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下
同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。

　　① 下請け又は再下請業者が前１、２及び３に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
　　② 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解
　　除のための措置をとること

５．当社は、下請け又は再委託先業者が反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、
下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査
機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６．当社は、これらの各項のいずれかに反したと認められることが判明した場合及び、この表明・確約が虚偽
の申告であることが判明した場合は、当社に催告なしでこの取引が停止され又は解約されても一切異議を申
し立てず、また貴社に対し賠償ないし補償を求めないとともに、これにより当社に損害が生じた場合は、一
切当社の責任とすることを表明、確約いたします。

７．当社は下請又は再委託先業者に対しても前６項を順守することを表明・確約いたします。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）ですＡ４にコピーの時は115％（拡大）です Ａ４にコピーの時は115％（拡大）です

可搬形発電機整備技術者資格証記載事項変更届
可搬形発電機整備技術者資格更新講習受講の延期願

可搬形発電機定期点検済証票交付申請書

　約３年程前、上記タイトルで私の“毛筆を始め
た切掛け”を書かせて頂きましたが、再度、執筆
依頼を受けましたので、その後を書かせて頂きた
いと思います。
　前回までは何とかお客様に毛筆のお礼状を出せ
るまでの実績で終わっていたと思いますが、それ
を今でも続けていますが、色々な方々から「書道
歴は何年位ですか？」、「何段ですか？」という質
問が多くなってきて、そのたびに「自己流です。」、
「段はもっていませんが････」と答えておりまし
たがある時、ふっと「もしかしたら、私が出した
お礼状を受け取った方々が有段者の方が居たら、
自己流というのも失礼かもしれない」と思い、
「よし！こうなったら有段者になってみよう。」と
書道教室に通う決意をしました。
　何ヶ所か人に聞いたり、看板を見つけては直接
訪ねて話を聞きましたが、「うちは小さい子しか
教えていません」とか「その時間はちょっと･･･」
とか中々見つからず「どうしようかなぁ」と悩ん
でいる時に、うちの会社で取引している文房具店
の方に、「市内に書道だけで食べている男の先生
がいますよ」とご紹介頂き、その書道教室(濵田
翔雲書道教室)に入門することになりました。　
その書道教室は割と自由で子供から大人まで、ほ
ぼ毎日書道を教えていますが、生徒の99％が女
性で小さい子も多く、当初は「この空間に耐えら
れるだろうか？」と思いましたが、何とか通い始
めて１年７か月が経ちました。今でも小さい幼稚
園児の後ろに40代のオッサンが添削待ちで並ん

でいます。自分で言うのも何ですが、何となく始
めたことが、今ではお陰様で“落書き”から有段
者（弐段）になりました。先生には「師範を目指
しなさい。」と言われていますが、これと言って
自慢できる事も無い私ですが、私の様な人間でも
やってみれば何とかなるものです。自分の気力が
続く限りやるだけやってみたいと思っています。
　何でもそうでしょうが、「まず行動！」そして
「継続は力なり」です。後は「自分自身の精神と
の戦い」です。この事をあらためて学ばせてもら
いました。
　今では仕事・家庭で非常に役に立っていまして、
会社の若い職員の方々にもたまに、伝えたいメッ
セージとして一筆書いてデスクに置いておくと言
葉で伝えるよりも明るく前向きな返事が帰ってき
て私のモチベーションUPにも繋がっています。
　この書道に関しては、いつでもどこでも時間と
筆ペンだけあれば出来ますし、文句や愚痴を言う
人は誰もいません。称賛の声を本当にたくさん頂
くだけです。学生時代友人からも「お前がこんな
ことする奴だとは思わんかった！」とか「なんか
あったんか？」と言われたりもしていますが、私
的には昔から「人に役に立つこと」、「感動を与え
られる仕事」がやりたかった事でしたので、それ
が意外と身近にあっただけです。
　これからもこの自己流を活かして「お客さま」、
「取引先の皆さま」、「社員の方々」、「家族」に感
動と感謝を伝えていきたいと思っています。

仮00

「一筆入魂？第二巻」
太田機工㈱　上山　勇

オピニオン
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　ゴルフや仕事のない土曜日の午後は、家内と二

人で散歩に出かけます。自宅のある東京　駒込か

ら本郷・東京大学構内・湯島・御徒町上野への決

まって同じコースを小一時間で歩きます。途中に

は、私たちなりのご案内したい場所が幾つかあり

ます。

　一つは、故 立川談志師匠のお墓がある文京区

向丘の浄心寺に隣接されるさくら霊園です。立派

なお墓で「立川談志」と墓石に刻まれておりま

す、何時も新しいお花が供えられています。師匠

が住んでいた近くに墓地を構えたとの事でした。

　次に、東京大学農学部の構内です。忠犬ハチ公

と言えば渋谷駅前が有名ですが飼い主であった上

野英三郎博士の務め先であった東京帝国大学農学

部にも銅像があります。

　これは、ハチ公の没後

80年を記念して2015年

3月に作られました。ご

主人がハチ公の前足を

持っている、再会した様

子を喜び合っているよう

な銅像です。

　また、東大正門を入る

と銀杏並木が安田講堂ま

で続きます、特に晩秋に

は銀杏の葉が紅葉して落

ち葉になって並木道一面を埋め尽くします。これ

は大変に美しい様子です。

　そして、そこにあるマンホールには東京帝国大

学と刻印されています。

　東京帝国大学から東京

大学へ名前が改められた

のが昭和22年ですので

それ以前に作られたマン

ホールの蓋が今でも使わ

れています。70年以上

になるのでしょうか。

　安田講堂の地下には学

生食堂があります、東大

生以外でも食事ができますので気分だけでも東大

生になってカレーや定食をどうですか。

　東大を裏手に出ると春日通りなります、その右

手には菅原道真を祀った湯島天神があります、初

詣から受験のシーズンには多くの参拝客が祈願に

訪れます。

　更に、坂を下ると湯島の交差点になります、こ

の交差点には「今でしょう。」で有名になった予

備校の林修先生が通うカレー店「デリー」が左手

にあります。

　上野広小路の交差点をこえると左手が上野アメ

横になります。いよいよ、散歩の後のお楽しみの

ビールの時間になります。

　アメ横は、この手の楽しみを提供してくれる場

所は数多ありますので帰りは散歩は諦める事にな

ります。

仮00

「土曜日の午後」
㈱生産技術パートナーズ　阿部　進
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　読者の皆様の中にも様々な資格取得の勉強をさ

れたかたがいらっしゃると思います。

私も２００７年から２０１３年まで５つの資格試

験に挑戦いたしました。ここではその足跡をご紹

介し、これから勉強を始めようと考えている方の

ご参考になれば幸せです。

　勉強を始めたきっかけですが、宅建から行政書

士と資格取得を積み重ね今は司法書士を開業して

いる妻が、宅建試験勉強中の４月のとある日こと

です。私がＴＶで寅さんの映画を寝そべって見て

腹を抱えて笑っていたところ、「私が勉強してい

るのに何？情けないと思わない？あなたも何か勉

強したら？そんなことしてたらバカになるわよ」

と冷たい視線を向けられたことでした。それなら

ば、よーし僕も勉強して見返してやると発奮し、

どうせなら定年後の仕事にも活かせる資格を取得

しようと考え色々と調べた上でマンション管理士

と管理業務主任者の試験勉強を始めたのです。試

験は１１月の末でしたので約７ケ月、独学の自信

はありませんでしたので、資格学校のＤＶＤ講座

を選択しました。それまでは毎晩晩酌をしていま

したが、お酒を飲むと眠くなりとても勉強どころ

ではないので、ノンアルコールビールに切り替え

平日１～２時間土日は４～５時間の勉強を始めた

のです。

　夫婦で勉強していたこともあり、お互いにはげ

ましあって、私も両資格とも１発合格できました。

記憶力は歳をとると衰えると一般的には言われて

いますが、これは訓練により復活するんだと、身

をもって体験いたしました。これに気をよくして

２００８年はファイナンシャルプランナーAFP

２００９年はマンション維持主膳技術者の資格試

験に合格し、２０１０年より自分の中での資格取

得の総仕上げのつもりで、中小企業診断士試験へ

の挑戦を始めたのです。

　しかし最終合格率４～５％の壁は高く７科目の

１次試験には2年かかって合格しましたが、２回

チャンスのある４科目の２次試験を突破できずに

現在に至っております。

　どんな資格でもそうですが、勉強していくと新

たな気付きが必ずあり、知識も視野も広くなりま

す。おまけにアルコール量も減り健康ためにも良

くプラス効果満載です。私も定年後は診断士の再

受験もしくは大学で学んだ中国語検定試験への挑

戦なんかを考えております。読者の皆様も「将来

ボケるのはいやだなー」とか、「定年後の再就職

が心配だなーと」お考えの方は、メリットのたく

さんある資格試験勉強に是非挑戦されてはいかが

でしょうか？

仮00

「資格取得のすすめ」
ユアサ商事㈱ 九州建機部　桑原智基

オピニオン

　ゴルフや仕事のない土曜日の午後は、家内と二

人で散歩に出かけます。自宅のある東京　駒込か

ら本郷・東京大学構内・湯島・御徒町上野への決

まって同じコースを小一時間で歩きます。途中に

は、私たちなりのご案内したい場所が幾つかあり

ます。

　一つは、故 立川談志師匠のお墓がある文京区

向丘の浄心寺に隣接されるさくら霊園です。立派

なお墓で「立川談志」と墓石に刻まれておりま

す、何時も新しいお花が供えられています。師匠

が住んでいた近くに墓地を構えたとの事でした。

　次に、東京大学農学部の構内です。忠犬ハチ公

と言えば渋谷駅前が有名ですが飼い主であった上

野英三郎博士の務め先であった東京帝国大学農学

部にも銅像があります。

　これは、ハチ公の没後

80年を記念して2015年

3月に作られました。ご

主人がハチ公の前足を

持っている、再会した様

子を喜び合っているよう

な銅像です。

　また、東大正門を入る

と銀杏並木が安田講堂ま

で続きます、特に晩秋に

は銀杏の葉が紅葉して落

ち葉になって並木道一面を埋め尽くします。これ

は大変に美しい様子です。

　そして、そこにあるマンホールには東京帝国大

学と刻印されています。

　東京帝国大学から東京

大学へ名前が改められた

のが昭和22年ですので

それ以前に作られたマン

ホールの蓋が今でも使わ

れています。70年以上

になるのでしょうか。

　安田講堂の地下には学

生食堂があります、東大

生以外でも食事ができますので気分だけでも東大

生になってカレーや定食をどうですか。

　東大を裏手に出ると春日通りなります、その右

手には菅原道真を祀った湯島天神があります、初

詣から受験のシーズンには多くの参拝客が祈願に

訪れます。

　更に、坂を下ると湯島の交差点になります、こ

の交差点には「今でしょう。」で有名になった予

備校の林修先生が通うカレー店「デリー」が左手

にあります。

　上野広小路の交差点をこえると左手が上野アメ

横になります。いよいよ、散歩の後のお楽しみの

ビールの時間になります。

　アメ横は、この手の楽しみを提供してくれる場

所は数多ありますので帰りは散歩は諦める事にな

ります。
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仮00 仮00

　みなさんは病院に行って薬を出してもらうと

き、ジェネリック医薬品をだしてもらっていま

すか。ジェネリック医薬品とは最初に作られた

医薬品（先発薬）の特許が切れてしまったあと、

同じ効能をもった薬を後発薬メーカーが作って

認可を受け発売したものです。ジェネリック医

薬品のほうが先発薬よりも安い価格で販売され

ており、薬の種類にもよりますが半分以下にな

るものも少なくありません。特に毎日服用しな

ければならない薬でジェネリック医薬品を利用

した場合、1年間で考えれば支払う薬代はかなり

安くできます。

　一方、高齢化や医療技術の高度化などに伴い

国の医療費は毎年増えてきています。その中で

薬の占める割合は21％前後で10年以上推移して

いますが、絶対額では毎年上昇を続けています。

調剤薬局で処方されている薬のうち、ジェネ

リック医薬品が発売されていて、ジェネリック

医薬品を処方してもらう割合は年々増えてきて

おり、一昨年で56％程度になっています。ジェ

ネリック医薬品を処方してもらうことによる医

療費の削減額は約6400億円にもなっています。

ジェネリック医薬品の利用は県によってばらつ

きがあり一番多い沖縄県では7割以上がジェネ

リックである一方、徳島県のように5割も使われ

ていないところもあります。国によっても利用

の割合は大きく異なり、ジェネリック医薬品が

一番使われているアメリカでは90％以上がジェ

ネリック医薬品で処方されています。

　ではジェネリック医薬品と先発薬とはどうち

がうのでしょうか。薬は基本的に効能・効果の

ある成分と添加剤で作られています。ジェネ

リック医薬品は効能・効果のある成分について

は先発薬とまったく同じ成分が同じ量だけ入っ

ています。ただ、添加剤と製法については発売

する会社ごとに異なり、添加剤に含まれている

成分や量は薬ごとに異なっています。ですから

病気に対する薬効については先発薬とジェネ

リック医薬品では違いはありませんが、添加剤

によっては体に合わないということも考えられ

ます。ですので、ジェネリック医薬品に変えた

とき、どうも以前と違うという場合はすぐにお

医者さんに相談するのがいいでしょう。特異的

なアレルギーなどの低頻度の副作用の可能性は

ゼロではありません。またプラセボ効果のよう

に思いこみの力が悪く働くケースもあるようで

す。

※プラセボ効果：偽の薬を薬と信じて服用する

ことで、何らかの薬効が生じること

　医療機関によってはジェネリック医薬品を出

さないところもあります。臨床試験をおこなっ

ていないから信用できないとか、先発薬と同一

ではないので自信をもって処方できないという

先生も一部ではありますがおられます。ただ、

ジェネリック医薬品に対する試験項目は世界的

な科学的知見によって決められています。有効

性と安全性が確認されたもののみが販売されて

います。

　またジェネリック医薬品では積極的に添加剤

を変えるケースも多くなっています。先発薬は

15年、20年まえに認可されたまま同じように作

られてきており、アレルギーなどの症状がでる

ことも少なくありません。統計的には後発で作

られたジェネリック医薬品の方がアレルギー症

状も少なくなっています。

　ジェネリック医薬品のなかでも最近、オーソ

ライズドジェネリック（ＡＧ）というものに注

目が集まっています。ＡＧとは先発薬メーカー

がライセンスを与えて先発薬とまったく同じ成

分、製法で作られたジェネリック医薬品です。

先発薬メーカーのお墨付きでつくられたジェネ

リック医薬品で、これなら先発薬と一緒と言え

そうです。

　もし今飲んでいる薬をジェネリック医薬品に

変えたいというときは、まず薬を処方していた

だいているお医者様に話して下さい。薬の処方

の時にジェネリック医薬品名か一般名で処方し

ていただけると思います。また処方箋の変更不

可欄にチェックがされていなければ先発薬名で

処方されていてもジェネリック医薬品に変更す

ることができます。

　国の目標では2020年度にはジェネリック医薬

品の割合を80％まで上げようと計画されていま

す。自分の健康や費用のことをよく考え、また

国の医療費、社会保険のことも考えて我々自身

が判断していくことが必要です。

健康
一口メモ ジェネリック医薬品　　について

45



仮00 仮00

　みなさんは病院に行って薬を出してもらうと

き、ジェネリック医薬品をだしてもらっていま

すか。ジェネリック医薬品とは最初に作られた

医薬品（先発薬）の特許が切れてしまったあと、

同じ効能をもった薬を後発薬メーカーが作って

認可を受け発売したものです。ジェネリック医

薬品のほうが先発薬よりも安い価格で販売され

ており、薬の種類にもよりますが半分以下にな

るものも少なくありません。特に毎日服用しな

ければならない薬でジェネリック医薬品を利用

した場合、1年間で考えれば支払う薬代はかなり

安くできます。

　一方、高齢化や医療技術の高度化などに伴い

国の医療費は毎年増えてきています。その中で

薬の占める割合は21％前後で10年以上推移して

いますが、絶対額では毎年上昇を続けています。

調剤薬局で処方されている薬のうち、ジェネ

リック医薬品が発売されていて、ジェネリック

医薬品を処方してもらう割合は年々増えてきて

おり、一昨年で56％程度になっています。ジェ

ネリック医薬品を処方してもらうことによる医

療費の削減額は約6400億円にもなっています。

ジェネリック医薬品の利用は県によってばらつ

きがあり一番多い沖縄県では7割以上がジェネ

リックである一方、徳島県のように5割も使われ

ていないところもあります。国によっても利用

の割合は大きく異なり、ジェネリック医薬品が

一番使われているアメリカでは90％以上がジェ

ネリック医薬品で処方されています。

　ではジェネリック医薬品と先発薬とはどうち

がうのでしょうか。薬は基本的に効能・効果の

ある成分と添加剤で作られています。ジェネ

リック医薬品は効能・効果のある成分について

は先発薬とまったく同じ成分が同じ量だけ入っ

ています。ただ、添加剤と製法については発売

する会社ごとに異なり、添加剤に含まれている

成分や量は薬ごとに異なっています。ですから

病気に対する薬効については先発薬とジェネ

リック医薬品では違いはありませんが、添加剤

によっては体に合わないということも考えられ

ます。ですので、ジェネリック医薬品に変えた

とき、どうも以前と違うという場合はすぐにお

医者さんに相談するのがいいでしょう。特異的

なアレルギーなどの低頻度の副作用の可能性は

ゼロではありません。またプラセボ効果のよう

に思いこみの力が悪く働くケースもあるようで

す。

※プラセボ効果：偽の薬を薬と信じて服用する

ことで、何らかの薬効が生じること

　医療機関によってはジェネリック医薬品を出

さないところもあります。臨床試験をおこなっ

ていないから信用できないとか、先発薬と同一

ではないので自信をもって処方できないという

先生も一部ではありますがおられます。ただ、

ジェネリック医薬品に対する試験項目は世界的

な科学的知見によって決められています。有効

性と安全性が確認されたもののみが販売されて

います。

　またジェネリック医薬品では積極的に添加剤

を変えるケースも多くなっています。先発薬は

15年、20年まえに認可されたまま同じように作

られてきており、アレルギーなどの症状がでる

ことも少なくありません。統計的には後発で作

られたジェネリック医薬品の方がアレルギー症

状も少なくなっています。

　ジェネリック医薬品のなかでも最近、オーソ

ライズドジェネリック（ＡＧ）というものに注

目が集まっています。ＡＧとは先発薬メーカー

がライセンスを与えて先発薬とまったく同じ成

分、製法で作られたジェネリック医薬品です。

先発薬メーカーのお墨付きでつくられたジェネ

リック医薬品で、これなら先発薬と一緒と言え

そうです。

　もし今飲んでいる薬をジェネリック医薬品に

変えたいというときは、まず薬を処方していた

だいているお医者様に話して下さい。薬の処方

の時にジェネリック医薬品名か一般名で処方し

ていただけると思います。また処方箋の変更不

可欄にチェックがされていなければ先発薬名で

処方されていてもジェネリック医薬品に変更す

ることができます。

　国の目標では2020年度にはジェネリック医薬

品の割合を80％まで上げようと計画されていま

す。自分の健康や費用のことをよく考え、また

国の医療費、社会保険のことも考えて我々自身

が判断していくことが必要です。

健康
一口メモ ジェネリック医薬品　　について
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　みなさんは病院に行って薬を出してもらうと

き、ジェネリック医薬品をだしてもらっていま

すか。ジェネリック医薬品とは最初に作られた

医薬品（先発薬）の特許が切れてしまったあと、

同じ効能をもった薬を後発薬メーカーが作って

認可を受け発売したものです。ジェネリック医

薬品のほうが先発薬よりも安い価格で販売され

ており、薬の種類にもよりますが半分以下にな

るものも少なくありません。特に毎日服用しな
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きがあり一番多い沖縄県では7割以上がジェネ

リックである一方、徳島県のように5割も使われ
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の割合は大きく異なり、ジェネリック医薬品が
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　ではジェネリック医薬品と先発薬とはどうち
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ます。ですので、ジェネリック医薬品に変えた

とき、どうも以前と違うという場合はすぐにお

医者さんに相談するのがいいでしょう。特異的
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※プラセボ効果：偽の薬を薬と信じて服用する

ことで、何らかの薬効が生じること

　医療機関によってはジェネリック医薬品を出

さないところもあります。臨床試験をおこなっ

ていないから信用できないとか、先発薬と同一

ではないので自信をもって処方できないという

先生も一部ではありますがおられます。ただ、

ジェネリック医薬品に対する試験項目は世界的

な科学的知見によって決められています。有効

性と安全性が確認されたもののみが販売されて

います。

　またジェネリック医薬品では積極的に添加剤

を変えるケースも多くなっています。先発薬は

15年、20年まえに認可されたまま同じように作

られてきており、アレルギーなどの症状がでる

ことも少なくありません。統計的には後発で作

られたジェネリック医薬品の方がアレルギー症

状も少なくなっています。

　ジェネリック医薬品のなかでも最近、オーソ

ライズドジェネリック（ＡＧ）というものに注

目が集まっています。ＡＧとは先発薬メーカー

がライセンスを与えて先発薬とまったく同じ成

分、製法で作られたジェネリック医薬品です。

先発薬メーカーのお墨付きでつくられたジェネ

リック医薬品で、これなら先発薬と一緒と言え

そうです。

　もし今飲んでいる薬をジェネリック医薬品に

変えたいというときは、まず薬を処方していた

だいているお医者様に話して下さい。薬の処方

の時にジェネリック医薬品名か一般名で処方し

ていただけると思います。また処方箋の変更不

可欄にチェックがされていなければ先発薬名で

処方されていてもジェネリック医薬品に変更す

ることができます。

　国の目標では2020年度にはジェネリック医薬

品の割合を80％まで上げようと計画されていま

す。自分の健康や費用のことをよく考え、また

国の医療費、社会保険のことも考えて我々自身

が判断していくことが必要です。

健康
一口メモ ジェネリック医薬品　　について
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仮00 仮00

■訃報

会 員 消 息 （平成28年1月～平成28年12月末）

（敬称略）

〔正会員〕

91086　㈱生産技術パートナーズ 営業所長　若狭　幸広
　　　　 鳥栖営業所

　　　　　　（Ｈ28.4.1入会） 〒841-0024　佐賀県鳥栖市原町1246-1

 TEL 0942-87-3300　FAX 0942-87-3350

91087　㈲生駒建機 代表取締役社長　中村加津雄

　　　　　　（Ｈ28.5.1入会） 〒824-0041　行橋市大字大野井782

 TEL 0930-24-0082　FAX 0930-24-0059

〔正会員〕

97011　第一機械産業㈱ 新代表　代表取締役社長　坂本　　実

91031　㈱南陽レンテック 新代表　代表取締役社長　古賀　貴文

91024　㈱ワイズヨシハラ 新代表　代表取締役社長　冨安　英孝

91018　サニー電機工業㈱ 新代表　代表取締役社長　岩本　　満

91066　㈱ユナイト 新代表　福岡営業所　所長　上田　　宏

91051　太陽建機レンタル㈱ 新代表　代表取締役社長　真鍋　　貢

91035　㈱ワキタ 新代表　福岡支店　支店長　三好　朋和

91034　福岡レンタル㈲ 新住所　〒811-1201　福岡県筑紫郡那珂川町片縄2丁目
 　　　　　　　　　　　 134番地

91080　㈱リョーキ 新代表　八幡営業所　幹事役　寺井　洋貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒807-0806　北九州市八幡西区御開3丁目31-23
 　　　　 TEL 093-693-1300　FAX 093-692-3371

《入会》

《商号・住所・人事》

〔賛助会員〕

　　　　古河ロックドリル㈱九州支店 新代表　九州支店長　園田　　満

　　　　東空販売㈱九州営業所 新代表　九州営業所長　林　　秀樹

　　　　北越工業㈱西日本営業部九州支店 新代表　九州支店長　本島　秀章

　　　　AIU損害保険㈱
　　　　九州・沖縄地域事業本部戦略統括部 新代表　部長兼福岡支店長　村崎　哲也

《商号・住所・人事》

〔賛助会員〕

　　　　IHI建機㈱九州支店 新社名　㈱ＫＡＴＯ ＨＩＣＯＭ 九州支店
  　(呼称　カトウ　ハイコム）

　　　　三笠産業㈱九州営業所 新代表　九州営業所長　寺本　研吾

〔正会員〕
　　　　平成28年度　無し

〔賛助会員〕
　　　　㈱生産技術パートナーズ　　正会員変更（Ｈ28.4.1）

《退会》

●賛助部会会員
　　東空販売㈱九州営業所　所長　米倉光規様（忘年56歳）
　　平成28年１月25日　ご逝去になられました。

●福岡県会員
　　ユナイト㈱　所長　濵﨑史朗様（忘年58歳）
　　平成28年６月10日　ご逝去になられました。

●大分県会員
　　㈱ナカノ　九州支部　中野支部長　お父様　㈱ナカノ創業者　
　　中野富士登様（忘年93歳）
　　平成28年８月26日　ご逝去になられました。

　　　　　　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます　　　　合掌

※お願い　変更事項の際は、事務局にご連絡ください。
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科
学
技
術
大
国
・
中
国

仮00 仮00

佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
「
不
老
不
死
」
は
人
類
の
最
大
の
願
望
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
に
お
い
て
は
永
遠
に
生
き
た
い
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
願
望
は

神
仙
道
教
の
教
義
に
結
実
し
て
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
生
命
観
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

初
め
て
中
国
を
統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
が
、
徐
福
に
命
じ
て
不
老
不
死
の

仙
薬
を
探
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
、
司
馬
遷
の
「
史
記
」
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ど
う
も
史
実
ら
し
い
。
徐
福
が
三
千
人
を
連
れ
て
目
指
し
た
「
蓬
莱

島
」
は
日
本
の
こ
と
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
徐
福
が
到
着
し
た
と
さ
れ

る
伝
説
は
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
の
各
地
に
あ
り
、
中
で
も
佐
賀
県
は

和
歌
山
県
の
新
宮
と
並
ん
で
双
璧
で
あ
る
。
佐
賀
県
に
は
、
伊
万
里
・
武

雄
・
龍
王
崎
・
山
内
・
諸
富
・
金
立
山
な
ど
の
伝
承
地
が
あ
り
、
な
か
で
も

佐
賀
市
内
の
金
立
山
周
辺
に
は
徐
福
長
寿
館
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
史
跡
が

あ
る
。
ま
た
吉
野
ケ
里
遺
跡
か
ら
は
、
当
時
の
中
国
人
の
特
徴
を
示
す
人
骨

が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
古
代
史
へ
の
壮
大
な
ロ
マ
ン
を
掻
き
立

て
て
く
れ
て
い
る
。

　

始
皇
帝
は
不
老
不
死
の
仙
薬
を
求
め
る
一
方
、
死
後
の
世
界
に
君
臨
す
る

こ
と
を
考
え
生
前
か
ら
自
身
の
巨
大
な
陵
墓
の
造
営
を
始
め
た
が
、
す
ぐ
近

く
に
八
千
体
の
陶
製
の
兵
士
や
馬
を
埋
め
た
。
一
九
七
四
年
春
、
人
民
公
社

の
六
人
の
若
者
た
ち
が
灌
漑
用
の
井
戸
堀
作
業
中
、
兵
馬
俑
の
最
初
の
破
片

を
掘
り
出
し
た
。
二
二
〇
〇
年
ぶ
り
に
出
土
し
た
等
身
大
の
古
代
兵
士
・
戦

馬
の
俑
は
、
全
体
で
一
つ
の
軍
陣
を
構
成
し
、
膨
大
な
地
下
軍
団
を
な
し
て

い
た
。
二
〇
世
紀
最
大
の
考
古
学
上
の
大
発
見
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
宰
府
に
あ
る
九
州
国
立
博
物
館
で
、「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」
の
特
別
展

が
開
催
さ
れ
た
。
騎
兵
や
歩
兵
、
軍
吏
、
御
者
な
ど
、
顔
の
表
情
が
す
べ
て

異
な
る
精
巧
な
兵
馬
俑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
は
始
皇
帝
の
霊
魂
を
乗

せ
た
銅
馬
車
に
吃
驚
し
た
。「
本
当
の
馬
と
車
の
二
分
の
一
の
比
率
で
作
ら
れ

た
こ
の
一
組
の
銅
馬
車
は
、
今
世
紀
全
世
界
で
発
見
さ
れ
た
青
銅
器
の
中
で

も
最
大
で
あ
り
、
全
部
の
重
さ
は
一
二
四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
達
し
た
」
と

岳
南
氏
は
書
い
て
い
る
。
そ
の
比
類
な
い
工
芸
技
術
と
高
度
な
冶
金
鋳
造
技

術
は
、
同
じ
こ
ろ
栄
え
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
を
凌

ぐ
世
界
一
の
文
明
が
咸
陽
を
中
心
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古
代
中
国
の
驚
く
べ
き
高
い
科
学
技
術
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
筆
者
は
興
奮

を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　

話
は
二
千
年
の
時
空
を
超
え
て
一
気
に
今
日
に
飛
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ

ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
ジ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
二
〇
一
六
年
版
ア
ジ
ア
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
調
査
開
始
以
来
三
年
連
続
で
一

位
の
座
に
つ
い
て
い
た
東
京
大
学
が
、
な
ん
と
七
位
に
陥
落
と
い
う
極
め
て

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ト
テ
ン
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
の
は
、
①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学　

②
南
洋
理
工
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
③
北
京
大
学
（
中
国
）
④
香
港
大
学

⑤
精
華
大
学
（
中
国
）
⑥
香
港
科
技
大
学　

⑦
東
京
大
学　

⑧
浦
項
工
科
大

学
校
（
韓
国
）
⑨
ソ
ウ
ル
大
学
（
韓
国
）
⑩
韓
国
科
学
技
術
院
で
あ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
・
香
港
、
韓
国
の
躍
進
が
目
覚
ま
し
く
日
本
の
各
大
学

は
軒
並
み
ラ
ン
ク
を
落
と
し
て
い
る
。

　

東
大
以
外
で
ベ
ス
ト
一
０
０
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
⑪
京
大　

㉓
東
北
大

㉔
東
京
工
業
大　

㉚
大
阪
大　

34
名
古
屋
大　

46
筑
波
大　

48
九
大　

49
北

大　

52
首
都
大
学
東
京　

59
東
京
医
科
歯
科
大　

73
広
島
大　

97
東
京
農
工

大　

99
大
阪
市
立
大
の
十
三
校
で
あ
る
。
因
み
に
中
国
は
一
九
校
、
韓
国
一

〇
校
が
ト
ッ
プ
一
〇
〇
に
入
っ
て
い
る
。
人
口
の
多
い
中
国
は
別
と
し
て

も
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
躍
進
ぶ
り
は
、
科
学
技
術
立
国
の
日
本
に
と
っ

て
脅
威
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
の
評
価
基
準
は
「
教
育
の
質
・
学
習
環
境
」「
学
生
と
教
員
の
国

際
性
」「
産
学
連
携
に
よ
る
収
入
」「
研
究
の
質
」「
論
文
被
引
用
数
」
の
五
分

野
に
大
別
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
文
科
系
よ
り
も
理
工
系
に
有
利
の
よ
う
で
あ

る
。
日
本
の
大
学
の
低
迷
は
、
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
が
大
学
に
潤

沢
な
資
金
を
投
入
し
優
秀
な
人
材
を
集
め
て
い
る
の
に
対
し
、「
大
学
の
資
金

が
諸
外
国
に
比
べ
て
少
な
く
、
海
外
と
の
競
争
や
国
際
化
な
ど
で
新
た
な
価

値
を
創
造
で
き
て
い
な
い
」
こ
の
一
言
に
尽
き
る
。「
国
立
か
ら
文
系
を
な
く

す
と
い
う
よ
う
な
男
が
、
総
理
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
の
結
果
、
教

育
は
国
の
根
幹
で
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
」
と
い
う
辛
辣
な
コ

メ
ン
ト
を
す
る
識
者
も
い
る
.

　

筆
者
は
最
近
の
中
国
の
科
学
技
術
政
策
を
脅
威
感
を
も
っ
て
注
目
し
て
い

る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
中
国
は
明
の
時
代
ま
で
は
科
学
技
術
の
分
野
で

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
製
紙
・
印
刷
・
羅
針
盤
・
火
薬
と
い
っ
た
古
代

中
国
の
四
大
発
明
は
世
界
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
し
か
し
十
四

世
紀
に
入
る
と
、
中
国
の
活
動
は
衰
退
を
始
め
る
。
科
挙
制
度
が
そ
の
一
つ

の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
数
学
を
学
ん
だ
り
実
験
を
行
う
動
機
を
失
わ

せ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
文
系
偏
重
で
あ
る
。
そ
の
反
省
の
上
に
中
国
人

民
共
和
国
は
建
国
以
来
一
貫
し
て
「
科
教
興
国
」
を
国
の
最
重
要
政
策
と
し

て
掲
げ
、
科
学
技
術
の
振
興
、
教
育
の
充
実
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
。
と

く
に
改
革
開
放
を
推
進
し
た
鄧
小
平
の
指
導
力
が
大
き
い
。
そ
の
積
み
重
ね

が
こ
の
十
年
間
に
実
を
結
び
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
軍
事
技
術
へ
の
投
資
に
よ
っ
て
、
原
子
力
や
航
空
宇
宙
分
野
、

I
T
関
連
の
技
術
な
ど
国
際
的
に
み
て
も
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
中

国
で
は
な
ん
で
も
世
界
一
を
目
指
す
と
い
う
国
家
目
標
が
、
明
確
に
打
ち
出

さ
れ
る
が
こ
の
こ
と
が
研
究
者
の
士
気
を
高
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

大
学
へ
の
膨
大
な
資
金
の
投
入
を
は
じ
め
、
中
国
の
研
究
開
発
費
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
年
平
均
二
〇
％
余
り
四
年
で
倍
増
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
日
本
を
抜
き
世
界
第
二
位
に
な
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
総
額

で
三
五
兆
円
規
模
と
な
り
日
本
の
約
二
倍
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
中
国
は
科
学
技
術
の
研
究
開
発
費
に
お
い
て
、
二

〇
一
九
年
こ
ろ
に
日
本
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
を
追
い
抜
き
世
界
一
位
に
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
超
え
る
と
試
算
し
て
い

る
調
査
機
関
も
あ
る
。

　

資
源
の
な
い
我
が
国
は
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
国
是
と
し
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
新
興
国
の
台
頭
で
急
変
す
る
国
際
競
争
の
中
で
、
今
日
ほ
ど
官
民

挙
げ
て
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
必
要
な
と
き
は
あ
る
ま
い
。

随
筆
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佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
「
不
老
不
死
」
は
人
類
の
最
大
の
願
望
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
に
お
い
て
は
永
遠
に
生
き
た
い
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
願
望
は

神
仙
道
教
の
教
義
に
結
実
し
て
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
生
命
観
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

初
め
て
中
国
を
統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
が
、
徐
福
に
命
じ
て
不
老
不
死
の

仙
薬
を
探
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
、
司
馬
遷
の
「
史
記
」
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ど
う
も
史
実
ら
し
い
。
徐
福
が
三
千
人
を
連
れ
て
目
指
し
た
「
蓬
莱

島
」
は
日
本
の
こ
と
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
徐
福
が
到
着
し
た
と
さ
れ

る
伝
説
は
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
の
各
地
に
あ
り
、
中
で
も
佐
賀
県
は

和
歌
山
県
の
新
宮
と
並
ん
で
双
璧
で
あ
る
。
佐
賀
県
に
は
、
伊
万
里
・
武

雄
・
龍
王
崎
・
山
内
・
諸
富
・
金
立
山
な
ど
の
伝
承
地
が
あ
り
、
な
か
で
も

佐
賀
市
内
の
金
立
山
周
辺
に
は
徐
福
長
寿
館
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
史
跡
が

あ
る
。
ま
た
吉
野
ケ
里
遺
跡
か
ら
は
、
当
時
の
中
国
人
の
特
徴
を
示
す
人
骨

が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
古
代
史
へ
の
壮
大
な
ロ
マ
ン
を
掻
き
立

て
て
く
れ
て
い
る
。

　

始
皇
帝
は
不
老
不
死
の
仙
薬
を
求
め
る
一
方
、
死
後
の
世
界
に
君
臨
す
る

こ
と
を
考
え
生
前
か
ら
自
身
の
巨
大
な
陵
墓
の
造
営
を
始
め
た
が
、
す
ぐ
近

く
に
八
千
体
の
陶
製
の
兵
士
や
馬
を
埋
め
た
。
一
九
七
四
年
春
、
人
民
公
社

の
六
人
の
若
者
た
ち
が
灌
漑
用
の
井
戸
堀
作
業
中
、
兵
馬
俑
の
最
初
の
破
片

を
掘
り
出
し
た
。
二
二
〇
〇
年
ぶ
り
に
出
土
し
た
等
身
大
の
古
代
兵
士
・
戦

馬
の
俑
は
、
全
体
で
一
つ
の
軍
陣
を
構
成
し
、
膨
大
な
地
下
軍
団
を
な
し
て

い
た
。
二
〇
世
紀
最
大
の
考
古
学
上
の
大
発
見
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
宰
府
に
あ
る
九
州
国
立
博
物
館
で
、「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」
の
特
別
展

が
開
催
さ
れ
た
。
騎
兵
や
歩
兵
、
軍
吏
、
御
者
な
ど
、
顔
の
表
情
が
す
べ
て

異
な
る
精
巧
な
兵
馬
俑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
は
始
皇
帝
の
霊
魂
を
乗

せ
た
銅
馬
車
に
吃
驚
し
た
。「
本
当
の
馬
と
車
の
二
分
の
一
の
比
率
で
作
ら
れ

た
こ
の
一
組
の
銅
馬
車
は
、
今
世
紀
全
世
界
で
発
見
さ
れ
た
青
銅
器
の
中
で

も
最
大
で
あ
り
、
全
部
の
重
さ
は
一
二
四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
達
し
た
」
と

岳
南
氏
は
書
い
て
い
る
。
そ
の
比
類
な
い
工
芸
技
術
と
高
度
な
冶
金
鋳
造
技

術
は
、
同
じ
こ
ろ
栄
え
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
を
凌

ぐ
世
界
一
の
文
明
が
咸
陽
を
中
心
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古
代
中
国
の
驚
く
べ
き
高
い
科
学
技
術
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
筆
者
は
興
奮

を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　

話
は
二
千
年
の
時
空
を
超
え
て
一
気
に
今
日
に
飛
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ

ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
ジ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
二
〇
一
六
年
版
ア
ジ
ア
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
調
査
開
始
以
来
三
年
連
続
で
一

位
の
座
に
つ
い
て
い
た
東
京
大
学
が
、
な
ん
と
七
位
に
陥
落
と
い
う
極
め
て

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ト
テ
ン
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
の
は
、
①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学　

②
南
洋
理
工
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
③
北
京
大
学
（
中
国
）
④
香
港
大
学

⑤
精
華
大
学
（
中
国
）
⑥
香
港
科
技
大
学　

⑦
東
京
大
学　

⑧
浦
項
工
科
大

学
校
（
韓
国
）
⑨
ソ
ウ
ル
大
学
（
韓
国
）
⑩
韓
国
科
学
技
術
院
で
あ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
・
香
港
、
韓
国
の
躍
進
が
目
覚
ま
し
く
日
本
の
各
大
学

は
軒
並
み
ラ
ン
ク
を
落
と
し
て
い
る
。

　

東
大
以
外
で
ベ
ス
ト
一
０
０
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
⑪
京
大　

㉓
東
北
大

㉔
東
京
工
業
大　

㉚
大
阪
大　

34
名
古
屋
大　

46
筑
波
大　

48
九
大　

49
北

大　

52
首
都
大
学
東
京　

59
東
京
医
科
歯
科
大　

73
広
島
大　

97
東
京
農
工

大　

99
大
阪
市
立
大
の
十
三
校
で
あ
る
。
因
み
に
中
国
は
一
九
校
、
韓
国
一

〇
校
が
ト
ッ
プ
一
〇
〇
に
入
っ
て
い
る
。
人
口
の
多
い
中
国
は
別
と
し
て

も
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
躍
進
ぶ
り
は
、
科
学
技
術
立
国
の
日
本
に
と
っ

て
脅
威
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
の
評
価
基
準
は
「
教
育
の
質
・
学
習
環
境
」「
学
生
と
教
員
の
国

際
性
」「
産
学
連
携
に
よ
る
収
入
」「
研
究
の
質
」「
論
文
被
引
用
数
」
の
五
分

野
に
大
別
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
文
科
系
よ
り
も
理
工
系
に
有
利
の
よ
う
で
あ

る
。
日
本
の
大
学
の
低
迷
は
、
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
が
大
学
に
潤

沢
な
資
金
を
投
入
し
優
秀
な
人
材
を
集
め
て
い
る
の
に
対
し
、「
大
学
の
資
金

が
諸
外
国
に
比
べ
て
少
な
く
、
海
外
と
の
競
争
や
国
際
化
な
ど
で
新
た
な
価

値
を
創
造
で
き
て
い
な
い
」
こ
の
一
言
に
尽
き
る
。「
国
立
か
ら
文
系
を
な
く

す
と
い
う
よ
う
な
男
が
、
総
理
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
の
結
果
、
教

育
は
国
の
根
幹
で
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
」
と
い
う
辛
辣
な
コ

メ
ン
ト
を
す
る
識
者
も
い
る
.

　

筆
者
は
最
近
の
中
国
の
科
学
技
術
政
策
を
脅
威
感
を
も
っ
て
注
目
し
て
い

る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
中
国
は
明
の
時
代
ま
で
は
科
学
技
術
の
分
野
で

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
製
紙
・
印
刷
・
羅
針
盤
・
火
薬
と
い
っ
た
古
代

中
国
の
四
大
発
明
は
世
界
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
し
か
し
十
四

世
紀
に
入
る
と
、
中
国
の
活
動
は
衰
退
を
始
め
る
。
科
挙
制
度
が
そ
の
一
つ

の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
数
学
を
学
ん
だ
り
実
験
を
行
う
動
機
を
失
わ

せ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
文
系
偏
重
で
あ
る
。
そ
の
反
省
の
上
に
中
国
人

民
共
和
国
は
建
国
以
来
一
貫
し
て
「
科
教
興
国
」
を
国
の
最
重
要
政
策
と
し

て
掲
げ
、
科
学
技
術
の
振
興
、
教
育
の
充
実
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
。
と

く
に
改
革
開
放
を
推
進
し
た
鄧
小
平
の
指
導
力
が
大
き
い
。
そ
の
積
み
重
ね

が
こ
の
十
年
間
に
実
を
結
び
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
軍
事
技
術
へ
の
投
資
に
よ
っ
て
、
原
子
力
や
航
空
宇
宙
分
野
、

I
T
関
連
の
技
術
な
ど
国
際
的
に
み
て
も
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
中

国
で
は
な
ん
で
も
世
界
一
を
目
指
す
と
い
う
国
家
目
標
が
、
明
確
に
打
ち
出

さ
れ
る
が
こ
の
こ
と
が
研
究
者
の
士
気
を
高
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

大
学
へ
の
膨
大
な
資
金
の
投
入
を
は
じ
め
、
中
国
の
研
究
開
発
費
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
年
平
均
二
〇
％
余
り
四
年
で
倍
増
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
日
本
を
抜
き
世
界
第
二
位
に
な
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
総
額

で
三
五
兆
円
規
模
と
な
り
日
本
の
約
二
倍
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
中
国
は
科
学
技
術
の
研
究
開
発
費
に
お
い
て
、
二

〇
一
九
年
こ
ろ
に
日
本
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
を
追
い
抜
き
世
界
一
位
に
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
超
え
る
と
試
算
し
て
い

る
調
査
機
関
も
あ
る
。

　

資
源
の
な
い
我
が
国
は
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
国
是
と
し
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
新
興
国
の
台
頭
で
急
変
す
る
国
際
競
争
の
中
で
、
今
日
ほ
ど
官
民

挙
げ
て
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
必
要
な
と
き
は
あ
る
ま
い
。

随
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科
学
技
術
大
国
・
中
国
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佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
「
不
老
不
死
」
は
人
類
の
最
大
の
願
望
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
に
お
い
て
は
永
遠
に
生
き
た
い
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
願
望
は

神
仙
道
教
の
教
義
に
結
実
し
て
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
生
命
観
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

初
め
て
中
国
を
統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
が
、
徐
福
に
命
じ
て
不
老
不
死
の

仙
薬
を
探
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
、
司
馬
遷
の
「
史
記
」
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ど
う
も
史
実
ら
し
い
。
徐
福
が
三
千
人
を
連
れ
て
目
指
し
た
「
蓬
莱

島
」
は
日
本
の
こ
と
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
徐
福
が
到
着
し
た
と
さ
れ

る
伝
説
は
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
の
各
地
に
あ
り
、
中
で
も
佐
賀
県
は

和
歌
山
県
の
新
宮
と
並
ん
で
双
璧
で
あ
る
。
佐
賀
県
に
は
、
伊
万
里
・
武

雄
・
龍
王
崎
・
山
内
・
諸
富
・
金
立
山
な
ど
の
伝
承
地
が
あ
り
、
な
か
で
も

佐
賀
市
内
の
金
立
山
周
辺
に
は
徐
福
長
寿
館
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
史
跡
が

あ
る
。
ま
た
吉
野
ケ
里
遺
跡
か
ら
は
、
当
時
の
中
国
人
の
特
徴
を
示
す
人
骨

が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
古
代
史
へ
の
壮
大
な
ロ
マ
ン
を
掻
き
立

て
て
く
れ
て
い
る
。

　

始
皇
帝
は
不
老
不
死
の
仙
薬
を
求
め
る
一
方
、
死
後
の
世
界
に
君
臨
す
る

こ
と
を
考
え
生
前
か
ら
自
身
の
巨
大
な
陵
墓
の
造
営
を
始
め
た
が
、
す
ぐ
近

く
に
八
千
体
の
陶
製
の
兵
士
や
馬
を
埋
め
た
。
一
九
七
四
年
春
、
人
民
公
社

の
六
人
の
若
者
た
ち
が
灌
漑
用
の
井
戸
堀
作
業
中
、
兵
馬
俑
の
最
初
の
破
片

を
掘
り
出
し
た
。
二
二
〇
〇
年
ぶ
り
に
出
土
し
た
等
身
大
の
古
代
兵
士
・
戦

馬
の
俑
は
、
全
体
で
一
つ
の
軍
陣
を
構
成
し
、
膨
大
な
地
下
軍
団
を
な
し
て

い
た
。
二
〇
世
紀
最
大
の
考
古
学
上
の
大
発
見
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
宰
府
に
あ
る
九
州
国
立
博
物
館
で
、「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」
の
特
別
展

が
開
催
さ
れ
た
。
騎
兵
や
歩
兵
、
軍
吏
、
御
者
な
ど
、
顔
の
表
情
が
す
べ
て

異
な
る
精
巧
な
兵
馬
俑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
は
始
皇
帝
の
霊
魂
を
乗

せ
た
銅
馬
車
に
吃
驚
し
た
。「
本
当
の
馬
と
車
の
二
分
の
一
の
比
率
で
作
ら
れ

た
こ
の
一
組
の
銅
馬
車
は
、
今
世
紀
全
世
界
で
発
見
さ
れ
た
青
銅
器
の
中
で

も
最
大
で
あ
り
、
全
部
の
重
さ
は
一
二
四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
達
し
た
」
と

岳
南
氏
は
書
い
て
い
る
。
そ
の
比
類
な
い
工
芸
技
術
と
高
度
な
冶
金
鋳
造
技

術
は
、
同
じ
こ
ろ
栄
え
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
を
凌

ぐ
世
界
一
の
文
明
が
咸
陽
を
中
心
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古
代
中
国
の
驚
く
べ
き
高
い
科
学
技
術
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
筆
者
は
興
奮

を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　

話
は
二
千
年
の
時
空
を
超
え
て
一
気
に
今
日
に
飛
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ

ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
ジ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
二
〇
一
六
年
版
ア
ジ
ア
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
調
査
開
始
以
来
三
年
連
続
で
一

位
の
座
に
つ
い
て
い
た
東
京
大
学
が
、
な
ん
と
七
位
に
陥
落
と
い
う
極
め
て

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ト
テ
ン
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
の
は
、
①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学　

②
南
洋
理
工
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
③
北
京
大
学
（
中
国
）
④
香
港
大
学

⑤
精
華
大
学
（
中
国
）
⑥
香
港
科
技
大
学　

⑦
東
京
大
学　

⑧
浦
項
工
科
大

学
校
（
韓
国
）
⑨
ソ
ウ
ル
大
学
（
韓
国
）
⑩
韓
国
科
学
技
術
院
で
あ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
・
香
港
、
韓
国
の
躍
進
が
目
覚
ま
し
く
日
本
の
各
大
学

は
軒
並
み
ラ
ン
ク
を
落
と
し
て
い
る
。

　

東
大
以
外
で
ベ
ス
ト
一
０
０
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
⑪
京
大　

㉓
東
北
大

㉔
東
京
工
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大　

㉚
大
阪
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34
名
古
屋
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46
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波
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48
九
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49
北
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52
首
都
大
学
東
京　

59
東
京
医
科
歯
科
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73
広
島
大　

97
東
京
農
工

大　

99
大
阪
市
立
大
の
十
三
校
で
あ
る
。
因
み
に
中
国
は
一
九
校
、
韓
国
一

〇
校
が
ト
ッ
プ
一
〇
〇
に
入
っ
て
い
る
。
人
口
の
多
い
中
国
は
別
と
し
て

も
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
躍
進
ぶ
り
は
、
科
学
技
術
立
国
の
日
本
に
と
っ

て
脅
威
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
の
評
価
基
準
は
「
教
育
の
質
・
学
習
環
境
」「
学
生
と
教
員
の
国

際
性
」「
産
学
連
携
に
よ
る
収
入
」「
研
究
の
質
」「
論
文
被
引
用
数
」
の
五
分

野
に
大
別
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
文
科
系
よ
り
も
理
工
系
に
有
利
の
よ
う
で
あ

る
。
日
本
の
大
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の
低
迷
は
、
中
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や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
が
大
学
に
潤

沢
な
資
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投
入
し
優
秀
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い
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対
し
、「
大
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資
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海
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な
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新
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な
価
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る
。「
国
立
か
ら
文
系
を
な
く

す
と
い
う
よ
う
な
男
が
、
総
理
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
の
結
果
、
教

育
は
国
の
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で
あ
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、
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非
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深
刻
で
あ
る
」
と
い
う
辛
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な
コ

メ
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す
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識
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.
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以
来
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「
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教
興
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要
政
策
と
し

て
掲
げ
、
科
学
技
術
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、
教
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の
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を
強
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に
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。
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に
改
革
開
放
を
推
進
し
た
鄧
小
平
の
指
導
力
が
大
き
い
。
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の
積
み
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ね

が
こ
の
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間
に
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を
結
び
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
。
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り
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け
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技
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に
あ
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。
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は
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家
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れ
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。
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膨
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を
は
じ
め
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開
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は
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増
加
し
て
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、
年
平
均
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余
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四
年
で
倍
増
の
ス
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ド
で
あ
る
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に
日
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き
世
界
第
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位
に
な
り
、
二
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三
五
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の
約
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な
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の
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に
よ
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ば
、
中
国
は
科
学
技
術
の
研
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開
発
費
に
お
い
て
、
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一
九
年
こ
ろ
に
日
本
、
米
国
、
Ｅ
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な
ど
を
追
い
抜
き
世
界
一
位
に
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
超
え
る
と
試
算
し
て
い

る
調
査
機
関
も
あ
る
。

　

資
源
の
な
い
我
が
国
は
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
国
是
と
し
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
新
興
国
の
台
頭
で
急
変
す
る
国
際
競
争
の
中
で
、
今
日
ほ
ど
官
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げ
て
の
真
剣
な
取
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組
み
が
必
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な
と
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ま
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。
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広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

株式会社鶴見製作所

AIU損害保険株式会社・丸紅セーフネット株式会社

株式会社クボタ建機ジャパン

キャタピラー九州株式会社ヤンマー建機株式会社 株式会社N S D

住友建機販売株式会社 デンヨー株式会社

ユアサ商事株式会社

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

広告掲載ご協力に対し、深く感謝申し上げます。
有り難うございました。

西日本コベルコ建機株式会社

87



88

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

株式会社鶴見製作所

AIU損害保険株式会社・丸紅セーフネット株式会社

株式会社クボタ建機ジャパン

キャタピラー九州株式会社ヤンマー建機株式会社 株式会社N S D

住友建機販売株式会社 デンヨー株式会社

ユアサ商事株式会社

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

広告掲載ご協力に対し、深く感謝申し上げます。
有り難うございました。

西日本コベルコ建機株式会社

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

株式会社鶴見製作所

AIU損害保険株式会社・丸紅セーフネット株式会社

株式会社クボタ建機ジャパン

キャタピラー九州株式会社ヤンマー建機株式会社 株式会社N S D

住友建機販売株式会社 デンヨー株式会社

ユアサ商事株式会社
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広告掲載ご協力に対し、深く感謝申し上げます。
有り難うございました。

西日本コベルコ建機株式会社

88



89

あけましておめでとうございます。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年４月に思いもかけない熊本地震が

起こり、熊本、大分に大きな被害をもた

らしました。熊本のシンボル、熊本城も

大きな被害を受け天守閣の復旧に３年、

城全体の復元には20年とも言われていま

す。また町全体が破壊された益城町など

の自治体では復興計画を策定中という状

況です。まだまだ復興には程遠い状況で

すが少しでも熊本が元気になれるよう出

来ることがあれば協力していきたいと思

います。また、会員の皆様からのご支援、

ご厚情に深く感謝申し上げます。

　最後になりますが、ご寄稿、広告に協

賛いただきました会員各位に対し御礼申

し上げます。

　また、皆様からのご意見等ございまし

たら、是非お寄せいただきますようお願

い申し上げます。
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九州営業所：〒811-2112 福岡県粕屋郡須恵町植木 167-1
TEL：092（935）0700　FAX:092（931）2022

発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]37/45kVA[ 単相 3線式 ]25/30kVA

防音型ガソリンエンジン溶接・発電機防音型ガソリンエンジン溶接・発電機

自動アイドリングストップ機能標準装備自動アイドリングストップ機能標準装備

クラス最大！最大溶接電流 190Aクラス最大！最大溶接電流 190A

交流電源 3.5kVA交流電源 3.5kVA

自動アイドリングストップ機能標準装備

クラス最大！最大溶接電流 190A

三相単相同時出力可能！
独自の発電構造で余裕ある
単相出力が可能

エコベース搭載の
環境配慮型ボディ

三相単相同時出力可能！
独自の発電構造で余裕ある
単相出力が可能

エコベース搭載の
環境配慮型ボディ

三相単相同時出力可能！
独自の発電構造で余裕ある
単相出力が可能

エコベース搭載の
環境配慮型ボディ

サイマルモニタで
発電状況が一目瞭然
サイマルモニタで
発電状況が一目瞭然
サイマルモニタで
発電状況が一目瞭然

交流電源 3.5kVA

DCA-DDCA-DDCA-D

DIS-60LBEDIS-60LBE

ディーゼルエンジンコンプレッサディーゼルエンジンコンプレッサ

エコベース搭載の環境配慮型ボディエコベース搭載の環境配慮型ボディエコベース搭載の環境配慮型ボディ

吐出空気量が 1.7m3/min(60cfm) に UP!吐出空気量が 1.7m3/min(60cfm) に UP!吐出空気量が 1.7m3/min(60cfm) に UP!

軽トラックに横積みできます。軽トラックに横積みできます。軽トラックに横積みできます。

交流電源

クラス最大！

整備質量

最大溶接電流

　190A！

330kg

シリーズシリーズシリーズ

いつでもどこでも頼れるあなたのパートナー
発電機・溶接機・コンプレッサのリース・レンタルは、抜群の性能を誇るデンヨー製品で！あけましておめでとうございます。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年４月に思いもかけない熊本地震が

起こり、熊本、大分に大きな被害をもた

らしました。熊本のシンボル、熊本城も

大きな被害を受け天守閣の復旧に３年、

城全体の復元には20年とも言われていま

す。また町全体が破壊された益城町など

の自治体では復興計画を策定中という状

況です。まだまだ復興には程遠い状況で

すが少しでも熊本が元気になれるよう出

来ることがあれば協力していきたいと思

います。また、会員の皆様からのご支援、

ご厚情に深く感謝申し上げます。

　最後になりますが、ご寄稿、広告に協

賛いただきました会員各位に対し御礼申

し上げます。

　また、皆様からのご意見等ございまし

たら、是非お寄せいただきますようお願

い申し上げます。
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CAT
®
のＩＣＴ建機とクラウドソリューション「VisonLink」による現場革命

ＣＡＴＥＲＰＩＬＬＡＲ®の「ＩＣＴ土工」建設機械

国土交通省「i-construction」完全対応

Photo:320E GNSS-3Dマシンガイダンス仕様

キャタピラー九州株式会社
〒818-0081

福岡県筑紫野市針摺東3丁目6番1号

TEL 092-924-1211(代)

URL http://kyushu.jpncat.com



■引受保険会社

リスクはすぐそこに…
お見積り承ります。いつでもお気軽にご依頼ください。

『リース業』をとりまく『リスク』から企業経営をガッチリガード

リース業総合保険
リース業者総合賠償責任保険／建機の動産総合保険

この広告に掲載の保険商品の詳細につきましては、パンフレットをご覧いただくか、取扱代理店または引受保険会社にお問い合せください。

九州支店
【平日9：15～17：30／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区天神2 8 49
ヒューリック福岡ビル9階　〒810 0001
TEL 092－711－2248
http://www.m-inc.co.jp

福岡支店
【平日9：00～17：00／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区天神4 3 30
天神ビル新館7階　〒810 0001
TEL 092－718－7000
http://www.aiu.co.jp

＜2016年8月現在＞

■取扱代理店





建機レンタルNavi
建設機械のことなら建機レンタルNavi

建機レンタルNaviは、全国の建設機械利用者様に対してレンタルの情報をインターネットを通じて
お届けすることで、建機レンタル事業者様のビジネス拡大をお手伝いいたします。

掲載企業募集中！！

●さまざまなレンタルの情報を一箇所にまとめて提供。
　地域の建機レンタルの情報を簡単に検索して頂けます。

多くの会社が集まることでビジネスチャンスが広がる！

●地域を越えて情報発信できます。
●ホームページを持つことで、自社の認知度・信用力アップ！
●既にお持ちのホームページとの連携で、更なる集客も！

無料で簡単にホームページが持てる！

●登録事業者様向けの営業を支援するオプション機能を順次ご提供！
　事業者様のビジネス拡大・営業効率化を支援します。

便利な営業支援機能！

建機レンタルNaviサイト

お問合せは  　 

NSDの建機レンタルシステムは、
各種レンタル業の幅広いお客様にご利用頂いております！

NSDの建機レンタルシステムソリューション

「使える・選べる」システムで、会社が変わる

クラウド型サービス お客様所有型サービス

簡単導入・低価格！
インターネット経由でシステムを利用することで、

サーバや特別なソフトを必要とせず、
豊富な機能をすぐにお使い頂けます！

お客様の業務に合わせて、きめ細かく対応！
お客様の社内に専用のシステムを構築することで、

現場の多彩な要望にもお答えできます！

【本　　　社】
【大 阪 支 社】
【名古屋支社】
【福岡事業所】

●お問合せ専用／フリーダイヤル 0120－977－671 ※携帯電話からもご利用頂けます
詳しくは「NSD レンタル」で検索！

東京都千代田区神田淡路町2－101 ワテラスタワー
大阪府大阪市北区堂島1－6－20 堂島アバンザ
愛知県名古屋市西区牛島6－1 名古屋ルーセントタワー
福岡県福岡市博多区博多駅前2－19－24 大博センタービル

〒101－0063
〒530－0003
〒451－6005
〒812－0011

NSD レンタル 検索

掲載無料

スマートフォン
でも利用可能



一般社団法人 日本建設機械レンタル協会九州支部
ホームページ http://klr-rental.jp　メールアドレス klr@klr-rental.jp
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